
(57)【要約】

【課題】

　本願発明は、生体情報を検出する生体情報計測装置で

あって、特に、耳介への安定な装着が容易な生体情報計

測装置を提供することを目的とする。

【解決手段】

　本発明の生体情報計測装置は、例えば耳珠を挟み込ん

で生体情報を検出する生体センサを有する生体情報検出

部と、耳介を挟み込むようにして固定する固定部とを、

接続部を介して接続することにより生体の測定対象とす

る位置へ的確に接触させ、安定に生体情報を検出する。

また、前記生体センサとして発光素子と受光素子を備え

れば、発光素子により生体へ光を照射し、照射した光が

生体で散乱した光又は生体を透過した光を受光素子で受

光することにより、例えば脈波を高精度に検出したり、

前記センサをカフに内蔵して、生体を押圧する状態にお

ける生体情報、例えば血圧を継続的に測定できる生体情

報検出装置を提供することができる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 Ｕ 字 型 又 は Ｖ 字 型 で 対 向 す る よ う に そ れ ぞ れ の 一 端 が 支 軸 で 接 続 さ れ た １ 対 の ア ー ム 及
び 前 記 一 対 の ア ー ム の う ち 少 な く と も 一 方 の ア ー ム の 他 端 で あ っ て 前 記 一 対 の ア ー ム の 対
向 す る 側 に 生 体 情 報 を 検 出 す る 生 体 セ ン サ を 有 す る 生 体 情 報 検 出 部 と 、
生 体 を 挟 み 込 ん で 固 定 す る 固 定 部 と 、
前 記 ア ー ム の 前 記 一 端 と 前 記 ク リ ッ プ の 前 記 先 端 部 と を 接 続 す る 接 続 部 と 、
を 備 え る 生 体 情 報 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 Ｕ 字 型 又 は Ｖ 字 型 で 対 向 す る よ う に そ れ ぞ れ の 一 端 が 支 軸 で 接 続 さ れ た １ 対 の ア ー ム 及
び 前 記 一 対 の ア ー ム の う ち 少 な く と も 一 方 の ア ー ム の 他 端 で あ っ て 前 記 一 対 の ア ー ム の 対
向 す る 側 に 生 体 情 報 を 検 出 す る 生 体 セ ン サ を 有 す る 生 体 情 報 検 出 部 と 、
持 ち 手 を 解 放 す る こ と に よ り ク リ ッ プ の 対 向 す る ２ つ の 先 端 部 で 挟 み 込 ん で 固 定 す る 固 定
部 と 、
前 記 ア ー ム の 前 記 一 端 と 前 記 ク リ ッ プ の 前 記 先 端 部 と を 接 続 す る 接 続 部 と 、
を 備 え る 生 体 情 報 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 接 続 部 は 、 前 記 生 体 情 報 検 出 部 と 前 記 固 定 部 と の 間 の 距 離 を 可 変 に す る 距 離 可 変 機
構 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 生 体 情 報 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 距 離 可 変 機 構 は 、 距 離 の 可 変 を 一 時 的 に 制 限 す る ラ ッ チ 機 構 を 有 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 生 体 情 報 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 接 続 部 は 、 前 記 接 続 部 と 前 記 固 定 部 と の 接 続 点 及 び 前 記 接 続 部 と 前 記 生 体 情 報 検 出
部 と の 接 続 点 の 少 な く と も １ 箇 所 に 、 前 記 生 体 情 報 検 出 部 と 前 記 固 定 部 と の 角 度 を 可 変 に
す る 角 度 可 変 機 構 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ４ に 記 載 の い ず れ か の 生 体 情 報 検
出 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 接 続 部 は 、 前 記 接 続 部 と 前 記 固 定 部 と の 接 続 点 及 び 前 記 接 続 部 と 前 記 生 体 情 報 検 出
部 と の 接 続 点 の 間 に 、 前 記 生 体 情 報 検 出 部 と 前 記 固 定 部 と の 角 度 を 可 変 に す る 角 度 可 変 機
構 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ４ に 記 載 の い ず れ か の 生 体 情 報 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 角 度 可 変 機 構 は 、 角 度 の 可 変 を 一 時 的 に 制 限 す る ラ ッ チ 機 構 を 有 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ５ 又 は ６ に 記 載 の 生 体 情 報 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 接 続 部 は 、 前 記 生 体 情 報 検 出 部 と 前 記 固 定 部 と の ね じ り 角 を 可 変 に す る ね じ り 角 可
変 機 構 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ７ に 記 載 の い ず れ か の 生 体 情 報 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ね じ り 角 可 変 機 構 は 、 ね じ り 角 の 可 変 を 一 時 的 に 制 限 す る ラ ッ チ 機 構 を 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 生 体 情 報 検 出 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 接 続 部 は 、 可 塑 性 の 材 料 で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ９ に 記 載
の い ず れ か の 生 体 情 報 検 出 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 固 定 部 は 、 前 記 ク リ ッ プ の 前 記 対 向 す る ２ つ の 先 端 部 の う ち 少 な く と も 一 方 の 先 端
部 で あ っ て 前 記 先 端 部 の 対 向 す る 側 に 突 起 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら １ ０
に 記 載 の い ず れ か の 生 体 情 報 検 出 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 固 定 部 は 、 前 記 生 体 情 報 検 出 部 に 接 続 さ れ る 信 号 線 又 は 空 気 パ イ プ を 保 持 す る 保 持
機 構 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら １ １ に 記 載 の い ず れ か の 生 体 情 報 検 出 装 置 。
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【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 固 定 部 は 、 前 記 生 体 情 報 検 出 部 に 電 力 を 供 給 す る 電 源 機 構 を 含 む こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ か ら １ ２ に 記 載 の い ず れ か の 生 体 情 報 検 出 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 生 体 セ ン サ は 、 外 部 に 光 を 照 射 す る 発 光 素 子 と 、 前 記 照 射 さ れ た 光 が 外 部 で 散 乱 し
た 光 又 は 外 部 を 透 過 し た 光 を 受 光 す る 受 光 素 子 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら
１ ３ に 記 載 の い ず れ か の 生 体 情 報 検 出 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 生 体 セ ン サ は 、 空 気 に よ っ て 膨 張 す る カ フ と 、 当 該 カ フ に 内 蔵 さ れ 外 部 に 光 を 照 射
す る 発 光 素 子 と 、 前 記 カ フ に 内 蔵 さ れ 前 記 照 射 さ れ た 光 が 外 部 で 散 乱 し た 光 を 受 光 す る 受
光 素 子 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら １ ３ に 記 載 の い ず れ か の 生 体 情 報 検 出 装
置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 生 体 セ ン サ は 、 前 記 １ 対 の ア ー ム に そ れ ぞ れ 配 置 さ れ 空 気 に よ っ て 膨 張 す る カ フ と
、 前 記 一 方 の カ フ に 内 蔵 さ れ 外 部 に 光 を 照 射 す る 発 光 素 子 と 、 前 記 他 方 の カ フ に 内 蔵 さ れ
前 記 照 射 さ れ た 光 が 外 部 を 透 過 し た 光 を 受 光 す る 受 光 素 子 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ か ら １ ３ に 記 載 の い ず れ か の 生 体 情 報 検 出 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 生 体 情 報 を 検 出 す る 生 体 セ ン サ を 備 え る 生 体 情 報 検 出 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 高 齢 化 が 進 み 、 成 人 の 生 活 習 慣 病 へ の 対 応 が 社 会 的 に 大 き な 課 題 と な っ て い る 。 特 に 高
血 圧 に 関 連 す る 疾 患 の 場 合 、 長 期 の 血 圧 デ ー タ の 収 集 が 非 常 に 重 要 で あ る 点 が 認 識 さ れ て
い る 。 こ の よ う な 観 点 か ら 、 血 圧 を は じ め と し た 各 種 の 生 体 情 報 の 計 測 装 置 が 開 発 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 、 外 耳 で 生 体 情 報 を 計 測 す る 装 置 に つ い て は 、 外 耳 道 に 挿 入 さ れ 、 常 時 装 着 す る 患
者 モ ニ タ 装 置 が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。 こ れ は 、 脈 拍 、 脈 波 、 心 電 、 体 温 、
動 脈 血 酸 素 飽 和 度 、 及 び 血 圧 な ど を 生 体 内 へ 放 射 し た 赤 外 光 、 可 視 光 の 散 乱 光 の 受 光 量 か
ら 計 算 で き る と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 外 耳 道 に 装 着 す る 装 置 と し て は 、 無 線 通 信 手 段 を 有 し 、 動 脈 血 酸 素 飽 和 濃 度 セ ン
サ 、 体 温 セ ン サ 、 心 電 セ ン サ 、 脈 波 セ ン サ を 備 え て い る 緊 急 情 報 装 置 が あ る （ 例 え ば 、 特
許 文 献 ２ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 方 、 血 圧 の 測 定 に 関 し て は 、 血 管 の 脈 動 波 形 に よ る 血 圧 測 装 置 は 、 他 の 方 式 で あ る カ
フ 振 動 法 や 容 積 補 償 法 な ど に よ る 血 圧 測 定 装 置 （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） と 並 ん で
、 有 力 な 血 圧 の 測 定 方 法 と し て 認 め ら れ て い る 。 な お 、 本 明 細 書 に お い て 、 外 耳 の 名 称 は
非 特 許 文 献 ２ 及 び ３ に よ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － １ ２ ２ ０ ８ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ １ － １ ２ ８ １ ７ ４ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 山 越 　 憲 一 、 戸 川 　 達 男 著 、 「 生 体 セ ン サ と 計 測 装 置 」 、 日 本 エ ム ・ イ
ー 学 会 編 ／ Ｍ Ｅ 教 科 書 シ リ ー ズ 　 Ａ － １ 、 ３ ９ 頁 ～ ５ ２ 頁
【 非 特 許 文 献 ２ 】 Ｓ ｏ ｂ ｏ ｔ ｔ ａ 　 図 説 人 体 解 剖 学 第 １ 巻 （ 監 訳 者 ： 岡 本 道 雄 ） 、 ｐ ． １
２ ６ 、 （ 株 ） 医 学 書 院 、 １ ９ ９ ６ 年 １ ０ 月 １ 日 発 行
【 非 特 許 文 献 ３ 】 か ら だ の 地 図 帳 （ Ｔ ｈ ｅ 　 Ａ ｔ ｌ ａ ｓ 　 ｏ ｆ 　 Ｈ ｕ ｍ ａ ｎ 　 Ｂ ｏ ｄ ｙ ）
、 ｐ ． ２ ０ 、 （ 株 ） 講 談 社 、 ２ ０ ０ ４ 年 １ 月 ２ ９ 日 第 ３ ５ 刷 発 行
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 来 技 術 に お い て は 生 体 へ 照 射 し た 赤 外 光 、 あ る い は 可 視 光 が 生 体 に よ り 散 乱 さ れ た 散
乱 光 を 受 光 し て 脈 拍 、 脈 波 、 心 電 な ど の 生 体 情 報 の 血 圧 測 定 が 述 べ ら れ て い る が 、 耳 へ の
固 定 手 段 が な く 、 安 定 に 生 体 情 報 を 計 測 で き な い 欠 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 あ る い は 、 耳 へ の 固 定 が 不 十 分 で あ り 継 続 的 に 安 定 に 生 体 情 報 を 測 定 で き な い と い う 課
題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 従 来 技 術 に お け る 上 記 の 課 題 を 解 決 し 、 生 体 に 安 定 し て 装 着 で き 、
継 続 的 に 生 体 情 報 を 検 出 で き る 生 体 情 報 検 出 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 例 え ば 耳 珠 を 挟 み 込 ん で 生
体 情 報 を 検 出 す る 生 体 セ ン サ を 有 す る 生 体 情 報 検 出 部 と 、 耳 介 を 挟 み 込 む よ う に し て 固 定
す る 固 定 部 と を 、 接 続 部 を 介 し て 接 続 す る こ と に よ り 生 体 の 測 定 対 象 と す る 位 置 へ 的 確 に
接 触 さ せ 、 安 定 に 生 体 情 報 を 検 出 す る 。 ま た 、 前 記 生 体 セ ン サ と し て 発 光 素 子 と 受 光 素 子
を 備 え れ ば 、 発 光 素 子 に よ り 生 体 へ 光 を 照 射 し 、 照 射 し た 光 が 生 体 で 散 乱 し た 光 又 は 生 体
を 透 過 し た 光 を 受 光 素 子 で 受 光 す る こ と に よ り 、 例 え ば 脈 波 を 高 精 度 に 検 出 し た り 、 前 記
セ ン サ を カ フ に 内 蔵 し て 、 生 体 を 押 圧 す る 状 態 に お け る 生 体 情 報 、 例 え ば 血 圧 を 継 続 的 に
測 定 で き る 生 体 情 報 検 出 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 具 体 的 に は 、 本 発 明 は 、 Ｕ 字 型 又 は Ｖ 字 型 で 対 向 す る よ う に そ れ ぞ れ の 一 端 が 支 軸 で 接
続 さ れ た １ 対 の ア ー ム 及 び 前 記 一 対 の ア ー ム の う ち 少 な く と も 一 方 の ア ー ム の 他 端 で あ っ
て 前 記 一 対 の ア ー ム の 対 向 す る 側 に 生 体 情 報 を 検 出 す る 生 体 セ ン サ を 有 す る 生 体 情 報 検 出
部 と 、 生 体 を 挟 み 込 ん で 固 定 す る 固 定 部 と 、 前 記 ア ー ム の 前 記 一 端 と 前 記 ク リ ッ プ の 前 記
先 端 部 と を 接 続 す る 接 続 部 と 、 を 備 え る 生 体 情 報 検 出 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 Ｕ 字 型 又 は Ｖ 字 型 で 対 向 す る よ う に そ れ ぞ れ の 一 端 が 支 軸 で 接 続 さ れ
た １ 対 の ア ー ム 及 び 前 記 一 対 の ア ー ム の う ち 少 な く と も 一 方 の ア ー ム の 他 端 で あ っ て 前 記
一 対 の ア ー ム の 対 向 す る 側 に 生 体 情 報 を 検 出 す る 生 体 セ ン サ を 有 す る 生 体 情 報 検 出 部 と 、
持 ち 手 を 解 放 す る こ と に よ り ク リ ッ プ の 対 向 す る ２ つ の 先 端 部 で 挟 み 込 ん で 固 定 す る 固 定
部 と 、 前 記 ア ー ム の 前 記 一 端 と 前 記 ク リ ッ プ の 前 記 先 端 部 と を 接 続 す る 接 続 部 と 、 を 備 え
る 生 体 情 報 検 出 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 の よ う に 、 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 前 記 固 定 部 を 生 体 の 一 部 、 例 え ば 耳 介 に
固 定 し 、 前 記 固 定 部 は Ｕ 字 型 又 は Ｖ 字 型 の ア ー ム の 対 向 す る 内 側 に 生 体 セ ン サ を 設 け る 生
体 情 報 検 出 部 を 、 接 続 部 を 介 し て 保 持 し 、 前 記 生 体 セ ン サ を 生 体 の 測 定 対 象 と す る 位 置 に
的 確 に 接 触 さ せ る こ と に よ り 、 安 定 に 生 体 情 報 を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 で は 、 前 記 接 続 部 は 、 前 記 生 体 情 報 検 出 部 と 前 記 固 定 部 と の
間 の 距 離 を 可 変 に す る 距 離 可 変 機 構 を 含 む 生 体 情 報 検 出 装 置 と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 の よ う に 、 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 前 記 接 続 部 が 前 記 生 体 情 報 検 出 部 と 前 記
固 定 部 と の 間 の 距 離 を 可 変 に す る 距 離 可 変 機 構 を 含 む こ と に よ り 、 前 記 固 定 部 を 生 体 の 一
部 、 例 え ば 耳 介 に 固 定 し 、 前 記 距 離 可 変 機 能 に よ り 前 記 生 体 情 報 検 出 部 と 前 記 固 定 部 と の
距 離 を 調 整 す る こ と に よ り 、 前 記 生 体 情 報 検 出 部 の 前 記 生 体 セ ン サ を 生 体 の 測 定 対 象 と す
る 位 置 に 的 確 に 接 触 さ せ て 、 安 定 に 生 体 情 報 を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 で は 、 前 記 距 離 可 変 機 構 は 、 距 離 の 可 変 を 一 時 的 に 制 限 す る
ラ ッ チ 機 構 を 有 す る 生 体 情 報 検 出 装 置 と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 の よ う に 、 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 前 記 距 離 可 変 機 構 が 距 離 の 可 変 を 一 時 的
に 制 限 す る ラ ッ チ 機 構 を 有 す る 生 体 情 報 検 出 装 置 と す る こ と に よ り 、 前 記 固 定 部 を 生 体 の
一 部 、 例 え ば 耳 介 に 固 定 し 、 前 記 距 離 可 変 機 能 に よ り 前 記 生 体 情 報 検 出 部 と 前 記 固 定 部 と
の 距 離 を 調 整 し 、 前 記 生 体 情 報 検 出 部 の 前 記 生 体 セ ン サ を 生 体 の 測 定 対 象 と す る 位 置 に 的
確 に 接 触 さ せ た 状 態 で 、 前 記 ラ ッ チ 機 構 に よ り 前 記 距 離 可 変 機 構 が 距 離 の 可 変 を 一 時 的 に
制 限 し て 固 定 し 、 そ の 後 、 生 体 の 姿 勢 の 変 化 な ど に よ り 前 記 生 体 情 報 検 出 部 と 前 記 固 定 部
と の 距 離 を 再 度 調 整 す る 必 要 が 生 じ た 場 合 、 前 記 ラ ッ チ 機 構 に よ り 前 記 距 離 可 変 機 構 が 距
離 の 可 変 を 一 時 的 に 制 限 し た 状 態 を 解 除 し 、 前 記 生 体 情 報 検 出 部 と 前 記 固 定 部 と の 距 離 を
前 記 距 離 可 変 機 構 に よ り 再 調 整 す る こ と に よ り 、 円 滑 に 状 況 の 変 化 に 対 応 し て 、 前 記 生 体
セ ン サ を 生 体 の 測 定 対 象 と す る 位 置 に 的 確 に 接 触 さ せ 、 安 定 に 生 体 情 報 を 検 出 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 で は 、 前 記 接 続 部 は 、 前 記 接 続 部 と 前 記 固 定 部 と の 接 続 点 及
び 前 記 接 続 部 と 前 記 生 体 情 報 検 出 部 と の 接 続 点 の 少 な く と も １ 箇 所 に 、 前 記 生 体 情 報 検 出
部 と 前 記 固 定 部 と の 角 度 を 可 変 に す る 角 度 可 変 機 構 を 含 む 生 体 情 報 検 出 装 置 と し て も よ い
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 の よ う に 、 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 前 記 接 続 部 が 、 前 記 接 続 部 と 前 記 固 定 部
と の 接 続 点 及 び 前 記 接 続 部 と 前 記 生 体 情 報 検 出 部 と の 接 続 点 の 少 な く と も １ 箇 所 に 、 前 記
生 体 情 報 検 出 部 と 前 記 固 定 部 と の 角 度 を 可 変 に す る 角 度 可 変 機 構 を 含 む こ と に よ り 、 前 記
固 定 部 を 生 体 の 一 部 、 例 え ば 耳 介 に 固 定 し 、 前 記 角 度 可 変 機 構 に よ り 前 記 生 体 情 報 検 出 部
と 前 記 固 定 部 と の 相 対 的 な 角 度 を 調 整 し て 、 前 記 生 体 セ ン サ を 生 体 の 測 定 対 象 と す る 位 置
に 的 確 に 接 触 さ せ る こ と に よ り 、 安 定 に 生 体 情 報 を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 で は 、 前 記 接 続 部 は 、 前 記 接 続 部 と 前 記 固 定 部 と の 接 続 点 及
び 前 記 接 続 部 と 前 記 生 体 情 報 検 出 部 と の 接 続 点 の 間 に 、 前 記 生 体 情 報 検 出 部 と 前 記 固 定 部
と の 角 度 を 可 変 に す る 角 度 可 変 機 構 を 含 む 生 体 情 報 検 出 装 置 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 の よ う に 、 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 前 記 接 続 部 が 、 前 記 接 続 部 と 前 記 固 定 部
と の 接 続 点 及 び 前 記 接 続 部 と 前 記 生 体 情 報 検 出 部 と の 接 続 点 の 間 に 、 前 記 生 体 情 報 検 出 部
と 前 記 固 定 部 と の 角 度 を 可 変 に す る 角 度 可 変 機 構 を 含 む こ と に よ り 、 前 記 固 定 部 を 生 体 の
一 部 、 例 え ば 耳 介 に 固 定 し 、 前 記 角 度 可 変 機 構 に よ り 前 記 生 体 情 報 検 出 部 と 前 記 固 定 部 と
の 相 対 的 な 角 度 を 調 整 し て 、 前 記 生 体 セ ン サ を 生 体 の 測 定 対 象 と す る 位 置 に 的 確 に 接 触 さ
せ る こ と に よ り 、 安 定 に 生 体 情 報 を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 で は 、 前 記 角 度 可 変 機 構 は 、 角 度 の 可 変 を 一 時 的 に 制 限 す る
ラ ッ チ 機 構 を 有 す る 生 体 情 報 検 出 装 置 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 の よ う に 、 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 前 記 角 度 可 変 機 構 が 角 度 の 可 変 を 一 時 的
に 制 限 す る ラ ッ チ 機 構 を 有 す る こ と に よ り 、 前 記 固 定 部 を 生 体 の 一 部 、 例 え ば 耳 介 に 固 定
し 、 前 記 角 度 可 変 機 構 に よ り 前 記 生 体 情 報 検 出 部 と 前 記 固 定 部 と の 相 対 的 な 角 度 を 調 整 し
、 前 記 生 体 情 報 検 出 部 の 前 記 生 体 セ ン サ を 生 体 の 測 定 対 象 と す る 位 置 に 的 確 に 接 触 さ せ た
状 態 で 、 前 記 ラ ッ チ 機 構 に よ り 前 記 角 度 可 変 機 構 が 角 度 の 可 変 を 一 時 的 に 制 限 し て 固 定 し
、 そ の 後 生 体 の 姿 勢 の 変 化 な ど に よ り 前 記 生 体 情 報 検 出 部 と 前 記 固 定 部 と の 角 度 を 再 度 調
整 す る 必 要 が 生 じ た 場 合 、 前 記 ラ ッ チ 機 構 に よ り 前 記 角 度 可 変 機 構 が 角 度 の 可 変 を 一 時 的
に 制 限 し た 状 態 を 解 除 し 、 前 記 生 体 情 報 検 出 部 と 前 記 固 定 部 と の 相 対 的 な 角 度 を 前 記 角 度
可 変 機 構 に よ り 再 調 整 す る こ と に よ り 、 円 滑 に 状 況 の 変 化 に 対 応 し て 、 前 記 生 体 セ ン サ を
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生 体 の 測 定 対 象 と す る 位 置 に 的 確 に 接 触 さ せ 、 安 定 に 生 体 情 報 を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 で は 、 前 記 接 続 部 は 、 前 記 生 体 情 報 検 出 部 と 前 記 固 定 部 と の
ね じ り 角 を 可 変 に す る ね じ り 角 可 変 機 構 を 含 む 生 体 情 報 検 出 装 置 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 の よ う に 、 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 前 記 接 続 部 が 前 記 生 体 情 報 検 出 部 と 前 記
固 定 部 と の ね じ り 角 を 可 変 に す る ね じ り 角 可 変 機 構 を 含 む こ と に よ り 、 前 記 固 定 部 を 生 体
の 一 部 、 例 え ば 耳 介 に 固 定 し 、 前 記 ね じ り 角 可 変 機 構 に よ り 前 記 生 体 情 報 検 出 部 と 前 記 固
定 部 と の ね じ り 角 を 調 整 し て 、 前 記 生 体 情 報 検 出 部 の 前 記 生 体 セ ン サ を 生 体 の 測 定 対 象 と
す る 位 置 に 的 確 に 接 触 さ せ る こ と に よ り 、 安 定 に 生 体 情 報 を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 で は 、 前 記 ね じ り 角 可 変 機 構 は 、 ね じ り 角 の 可 変 を 一 時 的 に
制 限 す る ラ ッ チ 機 構 を 有 す る 生 体 情 報 検 出 装 置 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 の よ う に 、 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 前 記 ね じ り 角 可 変 機 構 は 、 ね じ り 角 の 可
変 を 一 時 的 に 制 限 す る ラ ッ チ 機 構 を 有 す る こ と に よ り 、 前 記 固 定 部 を 生 体 の 一 部 、 例 え ば
耳 介 に 固 定 し 、 前 記 ね じ り 角 可 変 機 構 に よ り 前 記 生 体 情 報 検 出 部 と 前 記 固 定 部 と の ね じ り
角 を 調 整 し 、 前 記 生 体 情 報 検 出 部 の 前 記 生 体 セ ン サ を 生 体 の 測 定 対 象 と す る 位 置 に 的 確 に
接 触 さ せ た 状 態 で 、 前 記 ラ ッ チ 機 構 に よ り 前 記 ね じ り 角 可 変 機 構 が ね じ り 角 の 可 変 を 一 時
的 に 制 限 し て 固 定 し 、 そ の 後 生 体 の 姿 勢 の 変 化 な ど に よ り 前 記 生 体 情 報 検 出 部 と 前 記 固 定
部 と の ね じ り 角 を 再 度 調 整 す る 必 要 が 生 じ た 場 合 、 前 記 ラ ッ チ 機 構 に よ り 前 記 ね じ り 角 可
変 機 構 が ね じ り 角 の 可 変 を 一 時 的 に 制 限 し た 状 態 を 解 除 し 、 前 記 生 体 情 報 検 出 部 と 前 記 固
定 部 と の ね じ り 角 を 前 記 ね じ り 角 可 変 機 構 に よ り 再 調 整 す る こ と に よ り 、 円 滑 に 状 況 の 変
化 に 対 応 し て 、 前 記 生 体 セ ン サ を 生 体 の 測 定 対 象 と す る 位 置 に 的 確 に 接 触 さ せ 、 安 定 に 生
体 情 報 を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 で は 、 前 記 接 続 部 は 、 可 塑 性 の 材 料 で 構 成 さ れ て い る 生 体 情
報 検 出 装 置 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 の よ う に 、 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 前 記 接 続 部 を 可 塑 性 の 材 料 で 構 成 す る こ
と に よ り 、 前 記 生 体 情 報 検 出 部 と 前 記 固 定 部 と の 距 離 、 相 対 的 な 角 度 、 ね じ り 角 を 調 整 し
て 、 前 記 生 体 セ ン サ を 生 体 の 測 定 対 象 と す る 位 置 に 的 確 に 接 触 さ せ 、 安 定 に 生 体 情 報 を 検
出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 で は 、 前 記 固 定 部 は 、 前 記 ク リ ッ プ の 前 記 対 向 す る ２ つ の 先
端 部 の う ち 少 な く と も 一 方 の 先 端 部 で あ っ て 前 記 先 端 部 の 対 向 す る 側 に 突 起 部 を 有 す る 生
体 情 報 検 出 装 置 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 記 の よ う に 、 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 前 記 固 定 部 は 、 前 記 ク リ ッ プ の 前 記 対 向
す る ２ つ の 先 端 部 の う ち 少 な く と も 一 方 の 先 端 部 で あ っ て 前 記 先 端 部 の 対 向 す る 側 に 突 起
部 を 有 す る こ と に よ り 、 生 体 の 一 部 、 例 え ば 耳 介 に 装 着 す る 場 合 、 前 記 突 起 部 に よ り 前 記
固 定 部 と 耳 介 の 間 の 距 離 を 一 定 に 保 ち 、 か つ 前 記 固 定 部 の 振 動 を 防 止 で き る の で 、 前 記 生
体 セ ン サ を 生 体 の 測 定 対 象 と す る 位 置 に 的 確 に 接 触 さ せ 、 安 定 に 生 体 情 報 を 検 出 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 で は 、 前 記 固 定 部 は 、 前 記 生 体 情 報 検 出 部 に 接 続 さ れ る 信 号
線 又 は 空 気 パ イ プ を 保 持 す る 保 持 機 構 を 含 む 生 体 情 報 検 出 装 置 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 の よ う に 、 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 前 記 固 定 部 に 前 記 生 体 情 報 検 出 部 に 接 続
さ れ る 信 号 線 又 は 空 気 パ イ プ を 保 持 す る 保 持 機 構 を 含 む こ と に よ り 、 前 記 生 体 情 報 検 出 部
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が 検 出 し た 情 報 を 伝 達 す る 前 記 信 号 線 又 は 生 体 情 報 検 出 部 に 空 気 を 給 排 気 す る 空 気 パ イ プ
を 前 記 固 定 部 に 固 定 し 、 前 記 信 号 線 又 は 空 気 パ イ プ を 保 護 し て 、 前 記 生 体 セ ン サ は 生 体 情
報 を 安 定 に 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 で は 、 前 記 固 定 部 は 、 前 記 生 体 情 報 検 出 部 に 電 力 を 供 給 す る
電 源 機 構 を 含 む 生 体 情 報 検 出 装 置 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 記 の よ う に 、 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 前 記 固 定 部 が 前 記 生 体 情 報 検 出 部 に 電 力
を 供 給 す る 電 源 機 構 を 含 む こ と に よ り 、 外 部 か ら の 給 電 な し に 、 継 続 的 に 生 体 情 報 を 検 出
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 で は 、 前 記 生 体 セ ン サ は 、 外 部 に 光 を 照 射 す る 発 光 素 子 と 、
前 記 照 射 さ れ た 光 が 外 部 で 散 乱 し た 光 又 は 外 部 を 透 過 し た 光 を 受 光 す る 受 光 素 子 と 、 を 含
む 生 体 情 報 検 出 装 置 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 上 記 の よ う に 、 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 前 記 生 体 セ ン サ が 、 外 部 に 光 を 照 射 す る
発 光 素 子 と 、 前 記 照 射 さ れ た 光 が 外 部 で 散 乱 し た 光 又 は 外 部 を 透 過 し た 光 を 受 光 す る 受 光
素 子 と 、 を 含 む こ と に よ り 、 前 記 発 光 素 子 に よ り 外 部 、 す な わ ち 生 体 へ 光 を 照 射 し 、 照 射
さ れ た 光 が 生 体 で 散 乱 し た 光 又 は 生 体 を 透 過 し た 光 を 前 記 受 光 素 子 に よ り 受 光 し 、 生 体 の
動 脈 の 脈 波 、 あ る い は 生 体 の 動 脈 内 の 血 流 な ど の 生 体 情 報 を 高 精 度 に 検 出 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 で は 、 前 記 生 体 セ ン サ は 、 空 気 に よ っ て 膨 張 す る カ フ と 、 当
該 カ フ に 内 蔵 さ れ 外 部 に 光 を 照 射 す る 発 光 素 子 と 、 前 記 カ フ に 内 蔵 さ れ 前 記 照 射 さ れ た 光
が 外 部 で 散 乱 し た 光 を 受 光 す る 受 光 素 子 と 、 を 含 む 生 体 情 報 検 出 装 置 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 上 記 の よ う に 、 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 前 記 生 体 情 報 検 出 部 の 一 方 の ア ー ム の 対
向 す る 側 に 、 外 部 に 光 を 照 射 す る 発 光 素 子 と 、 前 記 照 射 さ れ た 光 が 外 部 で 散 乱 し た 光 を 受
光 す る 受 光 素 子 と 、 前 記 発 光 素 子 及 び 前 記 受 光 素 子 を 内 蔵 す る カ フ と 、 を 有 す る こ と に よ
り 、 前 記 カ フ に よ り 生 体 を 圧 迫 す る 状 態 に お い て 、 前 記 発 光 素 子 に よ り 外 部 、 す な わ ち 生
体 へ 光 を 照 射 し 、 照 射 さ れ た 光 が 前 記 生 体 で 散 乱 し た 散 乱 光 を 前 記 受 光 素 子 で 受 光 し 、 前
記 生 体 の 動 脈 の 脈 波 、 あ る い は 生 体 の 動 脈 内 の 血 流 な ど の 生 体 情 報 を 高 精 度 に 検 出 す る こ
と に よ り 、 例 え ば 、 前 記 生 体 の 血 圧 を 高 精 度 に 測 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 で は 、 前 記 生 体 セ ン サ は 、 前 記 １ 対 の ア ー ム に そ れ ぞ れ 配 置
さ れ 空 気 に よ っ て 膨 張 す る カ フ と 、 前 記 一 方 の カ フ に 内 蔵 さ れ 外 部 に 光 を 照 射 す る 発 光 素
子 と 、 前 記 他 方 の カ フ に 内 蔵 さ れ 前 記 照 射 さ れ た 光 が 外 部 を 透 過 し た 光 を 受 光 す る 受 光 素
子 と 、 を 含 む 生 体 情 報 検 出 装 置 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 記 の よ う に 、 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 前 記 生 体 情 報 検 出 部 の ア ー ム の 一 方 の 対
向 す る 側 に 、 外 部 に 光 を 照 射 す る 発 光 素 子 を 内 蔵 す る カ フ を 有 し 、 他 方 の ア ー ム の 対 向 す
る 側 に 前 記 照 射 さ れ た 光 が 外 部 で 散 乱 し た 光 を 受 光 す る 受 光 素 子 を 内 蔵 す る カ フ を 有 す る
こ と に よ り 、 前 記 カ フ に よ り 生 体 を 圧 迫 す る 状 態 に お い て 、 前 記 発 光 素 子 に よ り 外 部 、 す
な わ ち 生 体 へ 光 を 照 射 し 、 照 射 し た 光 が 前 記 生 体 で 散 乱 し た 光 を 前 記 受 光 素 子 で 受 光 し 、
前 記 生 体 の 動 脈 の 脈 波 、 あ る い は 生 体 の 動 脈 内 の 血 流 な ど の 生 体 情 報 を 高 精 度 に 検 出 す る
こ と に よ り 、 例 え ば 前 記 生 体 の 血 圧 を 高 精 度 に 測 定 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 生 体 に 固 定 し た 固 定 部 に よ り 生 体 セ ン サ を 前 記 生 体 の 測 定 対 象 と す る
位 置 へ 的 確 に 接 触 さ せ 、 か つ 個 人 の 体 型 の 差 及 び 姿 勢 の 変 化 に 対 応 し て 、 固 定 部 と 生 体 セ
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ン サ の 距 離 、 角 度 、 ね じ り 角 を 調 整 し 、 さ ら に 調 整 し た 状 態 を 一 時 的 に 固 定 し 、 か つ 解 除
す る 機 能 を 備 え て 繰 り 返 し 調 整 可 能 で あ り 、 安 定 に 生 体 情 報 を 検 出 で き る 生 体 情 報 検 出 装
置 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 さ ら に 、 前 記 生 体 情 報 検 出 装 置 は 生 体 セ ン サ を 発 光 素 子 と 受 光 素 子 を 内 蔵 す る カ フ と す
る こ と に よ り 、 例 え ば 、 人 体 の 耳 介 を 挟 み 込 む よ う に 装 着 す る こ と に よ り 、 血 圧 な ど の 生
体 情 報 を 、 継 続 的 に か つ 高 精 度 に 測 定 で き る 生 体 情 報 検 出 装 置 を 提 供 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。 以 下 に 説 明 す る 実 施 の 形 態 は 本
発 明 の 構 成 の 例 で あ り 、 本 発 明 は 、 以 下 の 実 施 の 形 態 に 制 限 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 Ｕ 字 型 又 は Ｖ 字 型 で 対 向 す る よ う に そ れ ぞ れ の 一
端 が 支 軸 で 接 続 さ れ た １ 対 の ア ー ム 及 び 前 記 一 対 の ア ー ム の う ち 少 な く と も 一 方 の ア ー ム
の 他 端 で あ っ て 前 記 一 対 の ア ー ム の 対 向 す る 側 に 生 体 情 報 を 検 出 す る 生 体 セ ン サ を 有 す る
生 体 情 報 検 出 部 と 、 生 体 を 挟 み 込 ん で 固 定 す る 固 定 部 と 、 前 記 ア ー ム の 前 記 一 端 と 前 記 ク
リ ッ プ の 前 記 先 端 部 と を 接 続 す る 接 続 部 と 、 を 備 え る 生 体 情 報 検 出 装 置 で あ る 。 特 に 、 前
記 固 定 部 は 、 持 ち 手 を 解 放 す る こ と に よ り ク リ ッ プ の 対 向 す る ２ つ の 先 端 部 で 挟 み 込 ん で
固 定 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 に つ い て 、 添 付 の 図 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 本 実
施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 １ に お い て 、 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ は 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ 、 固 定 部 ３ ０ 、 接 続 部 ４ ０ に
よ り 構 成 さ れ 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ は ア ー ム １ １ 、 ア ー ム １ ２ 、 生 体 セ ン サ １ ３ 、 生 体 セ
ン サ １ ４ に よ り 構 成 さ れ 、 固 定 部 ３ ０ は 持 ち 手 ３ １ 、 持 ち 手 ３ ２ 、 ク リ ッ プ ３ ３ 、 ク リ ッ
プ ３ ４ 、 ク ッ シ ョ ン ５ １ 、 ク ッ シ ョ ン ５ ２ に よ り 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ の ア ー ム １ １ と ア ー ム １ ２ は Ｖ 字 型 で 対 向 す る よ う に 対 を な し 、 そ
れ ぞ れ の 一 端 が 支 軸 で 接 続 さ れ 、 ア ー ム １ １ と ア ー ム １ ２ の 少 な く と も 一 方 の 他 端 で あ っ
て ア ー ム １ １ と ア ー ム １ ２ の 対 向 す る 側 に 生 体 情 報 を 検 出 す る 生 体 セ ン サ １ ３ 又 は 生 体 セ
ン サ １ ４ を 有 す る 。 図 １ に お い て は ア ー ム １ １ と ア ー ム １ ２ の 各 々 に 生 体 セ ン サ １ ３ と 生
体 セ ン サ １ ４ を 設 け た 場 合 を 示 し て い る が 、 少 な く と も 生 体 セ ン サ １ ３ と 生 体 セ ン サ １ ４
の 一 方 が 設 け ら れ て い れ ば よ い 。 こ こ で 、 生 体 セ ン サ １ ３ 及 び 生 体 セ ン サ １ ４ の 信 号 線 な
ど の 通 常 の 技 術 に よ り 実 現 で き る 部 分 は 表 示 し て い な い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 １ に お い て 、 ア ー ム １ １ 及 び ア ー ム １ ２ は Ｖ 字 型 で 対 向 す る 面 に 生 体 セ ン サ １ ３ と 生
体 セ ン サ １ ４ の 一 方 を 保 持 し 、 そ れ ぞ れ の 一 端 が 接 続 さ れ る 支 軸 を 中 心 に ア ー ム １ １ 及 び
ア ー ム １ ２ が な す 角 度 を 変 化 さ せ て 生 体 セ ン サ １ ３ 及 び 生 体 セ ン サ １ ４ を 測 定 対 象 と す る
生 体 へ 接 触 さ せ る 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 生 体 セ ン サ １ ３ 及 び 生 体 セ ン サ １ ４ は 、 例 え ば 脈 波 、 あ る い は 血 流 な ど の 生 体 情 報 を 検
出 す る 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 固 定 部 ３ ０ は 持 ち 手 ３ １ 及 び 持 ち 手 ３ ２ を 押 さ え た 後 で 解 放 す る こ と に よ り 、 ク リ ッ プ
３ ３ 及 び ク リ ッ プ ３ ４ の 先 端 部 で 生 体 の 一 部 を 挟 み 込 ん で 固 定 す る 機 能 を 有 し 、 さ ら に 固
定 部 ３ ０ は 接 続 部 ４ ０ を 介 し て 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ を 保 持 し て 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ を 前
記 生 体 の 測 定 対 象 と す る 部 分 へ 接 触 さ せ る 機 能 を 有 す る 。 図 １ に お い て 、 ク リ ッ プ ３ ３ 及
び ク リ ッ プ ３ ４ の 対 向 す る 面 の 各 々 に は 、 ク ッ シ ョ ン ５ １ 及 び ク ッ シ ョ ン ５ ２ が 設 け ら れ
、 ク ッ シ ョ ン ５ １ 及 び ク ッ シ ョ ン ５ ２ は 生 体 と の 接 触 感 を 快 適 に 保 つ 機 能 を 有 す る 。
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【 ０ ０ ５ １ 】
　 接 続 部 ４ ０ は 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ を 接 続 す る 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ２ は 図 １ に 示 す 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ を 耳 介 に 装 着 し た 状 態 を 示 す 図 で あ り 、 生 体 情 報
検 出 部 １ ０ は 耳 珠 ２ を 挟 む よ う に 装 着 し 、 固 定 部 ３ ０ は 耳 介 の 耳 輪 ３ を 挟 む よ う に 固 定 し
て い る 状 態 を 示 し て い る 。 図 ２ に お い て 、 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ は 図 １ の 上 方 、 す な わ ち ア
ー ム １ １ 及 び ク リ ッ プ ３ ３ の 方 向 か ら 見 た 形 状 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ２ を 用 い て 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ の 動 作 を 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 の 生
体 情 報 検 出 装 置 ５ の 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ の ア ー ム １ １ 及 び ア ー ム １ ２ の 対 向 す る 面 に 設 け
る 生 体 セ ン サ １ ３ 及 び 生 体 セ ン サ １ ４ を 、 例 え ば 耳 珠 ２ に 接 す る よ う に ア ー ム １ １ 及 び ア
ー ム １ ２ の 角 度 を 調 整 し て 装 着 す る 。 さ ら に 固 定 部 ３ ０ の 持 ち 手 ３ １ と 持 ち 手 ３ ２ を 持 っ
て ク リ ッ プ ３ ３ 及 び ク リ ッ プ ３ ４ の 角 度 を 拡 大 し 、 例 え ば 耳 輪 ３ を 適 切 に 挟 む 位 置 で 持 ち
手 ３ １ 及 び 持 ち 手 ３ ２ を 開 放 す る こ と に よ り ク リ ッ プ ３ ３ 及 び ク リ ッ プ ３ ４ に よ り 耳 輪 ３
を 挟 ん で 固 定 部 ３ ０ を 固 定 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 上 記 に お い て は 、 生 体 セ ン サ １ ３ 及 び 生 体 セ ン サ １ ４ を 装 着 し た 後 に 、 固 定 部 ３ ０ を 固
定 す る 場 合 を 説 明 し た が 、 先 に 固 定 部 ３ ０ を 固 定 し て 、 そ の 後 生 体 セ ン サ １ ３ 及 び 生 体 セ
ン サ １ ４ を 装 着 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 生 体 セ ン サ １ ３ 及 び 生 体 セ ン サ １ ４ を 装 着 し 、 固 定 部 ３ ０ を 固 定
す る 結 果 、 固 定 部 ３ ０ は 接 続 部 ４ ０ を 介 し て 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ の 位 置 を 安 定 に 固 定 す る
状 態 と な り 、 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ は 生 体 セ ン サ １ ３ 又 は ／ 及 び 生 体 セ ン サ １ ４ に よ り 、 例
え ば 、 脈 波 な ど の 生 体 情 報 を 安 定 に 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 前 記 接 続 部 が 、 前 記 生 体 情 報 検 出 部 と 前 記 固 定 部
と の 間 の 距 離 を 可 変 に す る 距 離 可 変 機 構 を 含 む 生 体 情 報 検 出 装 置 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 に つ い て 、 添 付 の 図 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ３ は 本 実
施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ３ に お い て 、 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ は 、 図 １ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態
の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ の 接 続 部 ４ ０ が 距 離 可 変 機 構 ４ １ 含 む 場 合 で あ り 、 距 離 可 変 機 構 ４
１ 以 外 の 部 分 の 構 成 、 機 能 、 動 作 は 図 １ に よ り 説 明 し た 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ と 同 様 で あ る
。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 ３ に 示 す 、 距 離 可 変 機 構 ４ １ は 、 接 続 部 ４ ０ を 中 間 で 分 割 し て 接 続 部 ４ ０ の 一 方 を 円
筒 と し 、 接 続 部 ４ ０ の 他 方 を 前 記 円 筒 よ り 口 径 の 小 さ な 円 筒 と し て 、 接 続 部 ４ ０ の 一 方 の
円 筒 の 中 に 、 接 続 部 ４ ０ の 口 径 の 小 さ な 他 方 の 円 筒 を 挿 入 し ス ラ イ ド さ せ て 出 し 入 れ す る
こ と に よ り 長 さ を 可 変 に す る 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 距 離 可 変 機 構 ４ １ は 、 接 続 部 ４ ０ の 長 さ を 、 図 ３ に 矢 印 で 示 す 方 向 へ 可 変 に す る こ と に
よ り 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の 距 離 を 可 変 に す る 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 ３ を 用 い て 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ の 動 作 を 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 の 生
体 情 報 検 出 装 置 ５ は 、 図 １ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ の 動 作 の 、 生
体 情 報 検 出 部 １ ０ を 装 着 す る 過 程 、 あ る い は 固 定 部 ３ ０ を 固 定 す る 過 程 に お い て 、 接 続 部
４ ０ の 距 離 可 変 機 構 ４ １ に よ り 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の 距 離 を 調 整 す る こ と
に よ り 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ を 的 確 に 生 体 の 測 定 対 象 と す る 位 置 に 接 触 さ せ て 保 持 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】

10

20

30

40

50

(9) JP 2006-102158 A 2006.4.20



　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ は 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ を 装
着 す る と き 、 あ る い は 固 定 部 ３ ０ を 固 定 す る と き に 、 接 続 部 ４ ０ の 距 離 可 変 機 構 ４ １ に よ
り 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の 距 離 を 調 整 す る こ と が で き る の で 、 生 体 情 報 検 出
部 １ ０ を 的 確 に 生 体 の 測 定 対 象 と す る 位 置 に 接 触 さ せ て 保 持 す る こ と に よ り 、 安 定 に 生 体
情 報 を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 前 記 距 離 可 変 機 構 が 、 距 離 の 可 変 を 一 時 的 に 制 限
す る ラ ッ チ 機 構 を 有 す る 生 体 情 報 検 出 装 置 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 に つ い て 、 添 付 の 図 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ４ は 本 実
施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 ４ に お い て 、 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ は 図 ３ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の
生 体 情 報 検 出 装 置 ５ の 距 離 可 変 機 構 ４ １ が ラ ッ チ 機 構 ４ ２ を 含 む 場 合 で あ り 、 ラ ッ チ 機 構
４ ２ 以 外 の 構 成 、 機 能 、 動 作 は 図 ３ に よ り 説 明 し た 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ４ に 示 す 、 ラ ッ チ 機 構 ４ ２ は 、 ネ ジ 付 き の ピ ン で 構 成 し 、 接 続 部 ４ ０ の 口 径 の 大 き な
円 筒 の 中 に 口 径 の 小 さ な 円 筒 を 挿 入 し ス ラ イ ド さ せ て 出 し 入 れ す る こ と に よ り 接 続 部 ４ ０
の 長 さ を 可 変 す る 距 離 可 変 機 構 ４ １ に 対 し て 、 前 記 口 径 の 大 き な 円 筒 の 外 部 か ら ネ ジ 機 構
に よ り ピ ン を 回 転 さ せ て 挿 入 し て 、 内 部 の 口 径 の 小 さ な 円 筒 と の 摩 擦 に よ り 、 距 離 可 変 機
構 ４ １ の 距 離 可 変 機 能 を 一 時 的 に 制 限 し て 、 一 時 的 に 接 続 部 ４ ０ の 長 さ を 固 定 す る 構 成 と
し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ラ ッ チ 機 構 ４ ２ は 接 続 部 ４ ０ の 距 離 可 変 機 構 ４ １ の 距 離 可 変 機 能 を 一 時 的 に 制 限 し 、 一
時 的 に 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ の 距 離 を 固 定 す る 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 図 ４ を 用 い て 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ の 動 作 を 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 の 生
体 情 報 検 出 装 置 ５ は 、 図 ３ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ の 動 作 の 、 生
体 情 報 検 出 部 １ ０ を 装 着 す る 過 程 、 あ る い は 固 定 部 ３ ０ を 固 定 す る 過 程 に お い て 、 接 続 部
４ ０ の 距 離 可 変 機 構 ４ １ に よ り 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の 距 離 を 調 整 し た 状 態
で 、 ラ ッ チ 機 構 ４ ２ に よ り 距 離 可 変 機 構 ４ １ の 距 離 可 変 機 能 を 一 時 的 に 制 限 し 、 生 体 情 報
検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の 距 離 を 一 時 的 に 固 定 す る 。 上 記 の よ う に ラ ッ チ 機 構 ４ ２ に よ
り 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の 距 離 を 一 時 的 に 固 定 し た 後 で 、 生 体 の 姿 勢 の 変 化
な ど に よ り 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の 距 離 を 再 度 調 整 す る 必 要 が 生 じ た 場 合
、 ラ ッ チ 機 構 ４ ２ に よ り 距 離 可 変 機 構 ４ １ の 距 離 を 一 時 的 に 固 定 す る 状 態 を 解 除 し て 、 生
体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の 距 離 を 再 度 調 整 す る こ と に よ り 、 固 定 部 ３ ０ は 生 体 情
報 検 出 部 １ ０ を 的 確 に 生 体 の 測 定 対 象 と す る 位 置 に 保 持 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ は 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固
定 部 ３ ０ と の 距 離 を 調 整 し た 状 態 で 、 ラ ッ チ 機 構 ４ ２ に よ り 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部
３ ０ と の 距 離 を 一 時 的 に 固 定 し 、 そ の 後 、 生 体 の 姿 勢 の 変 化 な ど に よ り 再 度 調 整 す る 必 要
が 生 じ た 場 合 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の 距 離 の 一 時 的 な 固 定 を 解 除 し て 、 再
調 整 で き る の で 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ を 生 体 の 測 定 対 象 と す る 位 置 に 的 確 に 接 触 さ せ て 保
持 す る こ と に よ り 、 安 定 に 生 体 情 報 を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 前 記 接 続 部 は 、 前 記 接 続 部 と 前 記 固 定 部 と の 接 続
点 及 び 前 記 接 続 部 と 前 記 生 体 情 報 検 出 部 と の 接 続 点 の 少 な く と も １ 箇 所 に 、 前 記 生 体 情 報
検 出 部 と 前 記 固 定 部 と の 角 度 を 可 変 に す る 角 度 可 変 機 構 を 含 む 生 体 情 報 検 出 装 置 と し て も
よ い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
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　 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 に つ い て 、 添 付 の 図 を 参 照 し て 説 明 す る 。 本 実 施 の 形
態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 前 記 角 度 可 変 機 構 は 図 １ か ら 図 ４ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の 生
体 情 報 検 出 装 置 に 適 用 可 能 で あ る が 、 代 表 例 と し て 、 図 ４ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の 生
体 情 報 検 出 装 置 に 適 用 し た 場 合 の 構 成 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 前 記 接 続 部 が 、 前 記 接 続 部 と 前 記 固 定 部 と の 接 続
点 及 び 前 記 接 続 部 と 前 記 生 体 情 報 検 出 部 と の 接 続 点 の 少 な く と も １ 箇 所 に 、 前 記 生 体 情 報
検 出 部 と 前 記 固 定 部 と の 角 度 を 可 変 に す る 角 度 可 変 機 構 を 含 む 生 体 情 報 検 出 装 置 で あ る が
、 こ こ で は 、 前 記 接 続 部 が 、 前 記 接 続 部 と 前 記 固 定 部 と の 接 続 点 及 び 前 記 接 続 部 と 前 記 生
体 情 報 検 出 部 と の 接 続 点 に 、 前 記 生 体 情 報 検 出 部 と 前 記 固 定 部 と の 角 度 を 可 変 に す る 角 度
可 変 機 構 を 含 む 場 合 を 例 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 図 ５ は 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 図 ５ に お い て 、 本 実 施
の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ は 、 図 ４ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ が
、 接 続 部 ４ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の 接 続 点 及 び 接 続 部 ４ ０ と 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と の 接 続 点 に
、 角 度 可 変 機 構 ３ ５ 及 び 角 度 可 変 機 構 ４ ３ を 含 む 場 合 で あ り 、 角 度 可 変 機 構 ３ ５ 及 び 角 度
可 変 機 構 ４ ３ 以 外 の 部 分 の 構 成 、 機 能 、 動 作 は 図 ４ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報
検 出 装 置 ５ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 図 ５ に 示 す 、 角 度 可 変 機 構 ３ ５ は 接 続 部 ４ ０ と 固 定 部 ３ ０ の ク リ ッ プ ３ ３ と の 間 を 回 転
軸 で 接 続 す る こ と に よ り 接 続 部 ４ ０ と 固 定 部 ３ ０ の ク リ ッ プ ３ ３ と の 角 度 を 可 変 と す る 構
成 と し 、 ま た 角 度 可 変 機 構 ４ ３ は 接 続 部 ４ ０ と 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ の ア ー ム １ ２ と の 間 を
回 転 軸 で 接 続 す る こ と に よ り 接 続 部 ４ ０ と ア ー ム １ ２ と の 間 の 角 度 を 可 変 と す る 構 成 と し
て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 角 度 可 変 機 構 ３ ５ は 接 続 部 ４ ０ と 固 定 部 ３ ０ の ク リ ッ プ ３ ３ と の 角 度 を 、 図 ５ の 矢 印 Ａ
で 示 す 方 向 に 可 変 と す る 機 能 を 有 し 、 ま た 角 度 可 変 機 構 ４ ３ は 接 続 部 ４ ０ と 生 体 情 報 検 出
部 １ ０ の ア ー ム １ ２ と の 間 の 角 度 を 、 図 ５ の 矢 印 Ａ で 示 す 方 向 に 可 変 と す る 機 能 を 有 す る
。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 図 ５ を 用 い て 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ の 動 作 を 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 の 生
体 情 報 検 出 装 置 ５ は 、 図 １ か ら 図 ４ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ の 動
作 の 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ を 装 着 す る 過 程 、 あ る い は 固 定 部 ３ ０ を 固 定 す る 過 程 に お い て
、 角 度 可 変 機 構 ３ ５ 及 び 角 度 可 変 機 構 ４ ３ に よ り 、 各 々 接 続 部 ４ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の 角 度
及 び 接 続 部 ４ ０ と 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と の 角 度 を 調 整 す る こ と に よ り 、 固 定 部 ３ ０ と 生 体
情 報 検 出 部 １ ０ と の 角 度 を 調 整 し 、 固 定 部 ３ ０ は 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ を 的 確 に 生 体 の 測 定
対 象 と す る 位 置 に 保 持 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 以 上 に お い て は 、 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ が 、 接 続 部 ４ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の
接 続 点 及 び 接 続 部 ４ ０ と 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と の 接 続 点 に 、 角 度 可 変 機 構 ３ ５ 及 び 角 度 可
変 機 構 ４ ３ を 含 む 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ が 、 接 続
部 ４ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の 接 続 点 又 は 接 続 部 ４ ０ と 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と の 接 続 点 の い ず れ
か １ 箇 所 に 、 角 度 可 変 機 構 ３ ５ 又 は 角 度 可 変 機 構 ４ ３ を 含 む 場 合 は 、 本 実 施 の 形 態 の 生 体
情 報 検 出 装 置 ５ は 角 度 可 変 機 構 ３ ５ 又 は 角 度 可 変 機 構 ４ ３ に よ り 、 固 定 部 ３ ０ と 生 体 情 報
検 出 部 １ ０ と の 角 度 を 調 整 し 、 固 定 部 ３ ０ は 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ を 的 確 に 生 体 の 測 定 対 象
と す る 位 置 に 保 持 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ は 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ を 装
着 す る と き 、 あ る い は 固 定 部 ３ ０ を 固 定 す る と き に 、 角 度 可 変 機 構 ３ ５ 及 び 角 度 可 変 機 構
４ ３ の 少 な く と も 一 方 に よ り 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の 角 度 を 調 整 す る こ と に
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よ り 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ を 的 確 に 生 体 の 測 定 対 象 と す る 位 置 に 接 触 さ せ て 保 持 す る こ と
に よ り 、 安 定 に 生 体 情 報 を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 前 記 接 続 部 が 、 前 記 接 続 部 と 前 記 固 定 部 と の 接 続
点 及 び 前 記 接 続 部 と 前 記 生 体 情 報 検 出 部 と の 接 続 点 の 間 に 、 前 記 生 体 情 報 検 出 部 と 前 記 固
定 部 と の 角 度 を 可 変 に す る 角 度 可 変 機 構 を 含 む 生 体 情 報 検 出 装 置 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 に つ い て 、 添 付 の 図 を 参 照 し て 説 明 す る 。 本 実 施 の 形
態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 前 記 角 度 可 変 機 構 は 図 １ か ら 図 ４ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の 生
体 情 報 検 出 装 置 に 適 用 可 能 で あ る が 、 代 表 例 と し て 、 図 ４ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の 生
体 情 報 検 出 装 置 に 適 用 し た 場 合 の 構 成 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 図 ６ は 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 図 ６ に お い て 、 本 実 施
の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ は 、 図 ４ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ の
、 接 続 部 ４ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の 接 続 点 及 び 接 続 部 ４ ０ と 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と の 接 続 点 の
間 に 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の 角 度 を 可 変 に す る 、 角 度 可 変 機 構 ４ ５ を 含 む
場 合 で あ り 、 角 度 可 変 機 構 ４ ５ 以 外 の 部 分 の 構 成 、 機 能 、 動 作 は 図 ４ に よ り 説 明 し た 実 施
の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 図 ６ に 示 す 、 角 度 可 変 機 構 ４ ５ は 、 接 続 部 ４ ０ を 中 間 部 分 で 分 割 し て 回 転 軸 で 接 続 し 、
接 続 部 ４ ０ を 回 転 軸 で 接 続 し た 部 分 に お い て 屈 曲 さ せ る 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 角 度 可 変 機 構 ４ ５ は 接 続 部 ４ ０ の 中 間 部 分 の 回 転 軸 で 接 続 し た 部 分 に お い て 、 接 続 部 ４
０ を 屈 曲 さ せ て 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の 角 度 を 、 図 ６ の 矢 印 Ｂ で 示 す 方 向
に 可 変 に す る 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 図 ６ を 用 い て 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ の 動 作 を 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 の 生
体 情 報 検 出 装 置 ５ は 、 図 １ か ら 図 ４ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ の 動
作 の 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ を 装 着 す る 過 程 、 あ る い は 固 定 部 ３ ０ を 固 定 す る 過 程 に お い て
、 接 続 部 ４ ０ の 角 度 可 変 機 構 ４ ５ に よ り 、 接 続 部 ４ ０ を 屈 曲 す る こ と に よ り 、 生 体 情 報 検
出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の 角 度 を 調 整 す る こ と に よ り 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ を 的 確 に 生 体
の 一 部 の 測 定 対 象 と す る 位 置 に 保 持 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ は 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ を 装
着 す る と き 、 あ る い は 固 定 部 ３ ０ を 固 定 す る と き に 、 角 度 可 変 機 構 ４ ５ に よ り 生 体 情 報 検
出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の 角 度 を 調 整 す る こ と に よ り 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ を 的 確 に 生 体
の 測 定 対 象 と す る 位 置 に 接 触 さ せ て 保 持 す る こ と に よ り 、 安 定 に 生 体 情 報 を 検 出 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 前 記 角 度 可 変 機 構 が 、 角 度 の 可 変 を 一 時 的 に 制 限
す る ラ ッ チ 機 構 を 有 す る 生 体 情 報 検 出 装 置 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 に つ い て 、 添 付 の 図 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ７ 及 び 図
８ は 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 図 ７ に お い て 、 本 実 施 の 形
態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ は 、 図 ５ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ の 角 度
可 変 機 構 ３ ５ 及 び 角 度 可 変 機 構 ４ ３ が 角 度 の 可 変 を 一 時 的 に 制 限 す る ラ ッ チ 機 構 ３ ６ 及 び
ラ ッ チ 機 構 ４ ４ を 有 す る 場 合 で あ り 、 ラ ッ チ 機 構 ３ ６ 及 び ラ ッ チ 機 構 ４ ４ 以 外 の 部 分 の 構
成 、 機 能 、 動 作 は 図 ５ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 図 ７ に 示 す 、 ラ ッ チ 機 構 ３ ６ 及 び ラ ッ チ 機 構 ４ ４ は 、 各 々 ネ ジ 付 き の ピ ン で 構 成 し 、 角
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度 可 変 機 構 ３ ５ 及 び 角 度 可 変 機 構 ４ ３ の 各 々 が 回 転 軸 を 中 心 に 回 転 す る 部 分 に 外 部 か ら ネ
ジ 機 構 に よ り ピ ン を 回 転 さ せ て 挿 入 し て 、 摩 擦 に よ り 角 度 可 変 機 構 ３ ５ 及 び 角 度 可 変 機 構
４ ３ の 角 度 可 変 機 能 を 一 時 的 に 制 限 し て 、 一 時 的 に 角 度 を 固 定 す る 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 ラ ッ チ 機 構 ３ ６ 及 び ラ ッ チ 機 構 ４ ４ は 、 角 度 可 変 機 構 ３ ５ 及 び 角 度 可 変 機 構 ４ ３ が 角 度
の 可 変 を 一 時 的 に 制 限 す る 機 能 を 有 し 、 一 時 的 に 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の 角
度 を 固 定 で き る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 図 ８ に お い て 、 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ は 、 図 ６ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態
の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ の 角 度 可 変 機 構 ４ ５ が 角 度 の 可 変 を 一 時 的 に 制 限 す る ラ ッ チ 機 構 ４
６ を 有 す る 場 合 で あ り 、 ラ ッ チ 機 構 ４ ６ 以 外 の 部 分 の 構 成 、 機 能 、 動 作 は 図 ６ に よ り 説 明
し た 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 図 ８ に 示 す ラ ッ チ 機 構 ４ ６ は 、 ネ ジ 付 き の ピ ン で 構 成 し 、 角 度 可 変 機 構 ４ ５ が 回 転 軸 を
中 心 に 回 転 す る 部 分 に 外 部 か ら ネ ジ 機 構 に よ り ピ ン を 回 転 さ せ て 挿 入 し て 、 摩 擦 に よ り 角
度 可 変 機 構 ４ ５ の 角 度 可 変 機 能 を 一 時 的 に 制 限 し て 、 一 時 的 に 角 度 を 固 定 す る 構 成 と し て
も よ い 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 ラ ッ チ 機 構 ４ ６ は 、 角 度 可 変 機 構 ４ ５ が 角 度 の 可 変 を 一 時 的 に 制 限 す る 機 能 を 有 し 、 一
時 的 に 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の 角 度 を 固 定 で き る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 図 ７ を 用 い て 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ の 動 作 を 説 明 す る 。 図 ７ に 示 す 、 本 実
施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ は 、 図 ５ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の 生 体 情 情 報 検 出 装 置
５ の 動 作 の 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ を 装 着 す る 過 程 、 あ る い は 固 定 部 ３ ０ を 固 定 す る 過 程 に
お い て 、 角 度 可 変 機 構 ３ ５ 及 び 角 度 可 変 機 構 ４ ３ に よ り 、 接 続 部 ４ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の 角
度 、 及 び 接 続 部 ４ ０ と 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と の 角 度 を 調 整 す る こ と に よ り 、 生 体 情 報 検 出
部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の 角 度 を 調 整 し た 状 態 で 、 ラ ッ チ 機 構 ３ ６ 及 び ラ ッ チ 機 構 ４ ４ に よ
り 、 角 度 可 変 機 構 ３ ５ 及 び 角 度 可 変 機 構 ４ ３ の 角 度 の 可 変 を 一 時 的 に 制 限 し 、 生 体 情 報 検
出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ の 角 度 を 一 時 的 に 固 定 す る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 上 記 の よ う に 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の 角 度 を 一 時 的 に 固 定 し た 後 で 、 状 況
の 変 化 に よ り 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の 角 度 を 再 度 調 整 す る 必 要 が 生 じ た 場
合 、 ラ ッ チ 機 構 ３ ６ 及 び ラ ッ チ 機 構 ４ ４ に よ り 、 角 度 可 変 機 構 ３ ５ 及 び 角 度 可 変 機 構 ４ ３
の 角 度 の 可 変 を 一 時 的 に 制 限 す る 状 態 を 解 除 し て 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の
角 度 を 再 度 調 整 す る こ と に よ り 、 固 定 部 ３ ０ は 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ を 的 確 に 生 体 の 測 定 対
象 と す る 位 置 に 保 持 す る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 一 方 、 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ が 、 接 続 部 ４ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の 接 続 点 及 び
接 続 部 ４ ０ と 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と の 接 続 点 の い ず れ か に 、 角 度 可 変 機 構 ３ ５ 又 は 角 度 可
変 機 構 ４ ３ を 含 む 場 合 は 、 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ は 、 角 度 可 変 機 構 ３ ５ 又 は
角 度 可 変 機 構 ４ ３ に よ り 、 固 定 部 ３ ０ と 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と の 角 度 を 調 整 し た 状 態 で 、
ラ ッ チ 機 構 ３ ６ 又 は ラ ッ チ 機 構 ４ ４ に よ り 、 角 度 可 変 機 構 ３ ５ 又 は 角 度 可 変 機 構 ４ ３ の 角
度 の 可 変 を 一 時 的 に 制 限 し 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の 角 度 を 一 時 的 に 固 定 す
る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 上 記 の よ う に 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の 角 度 を 一 時 的 に 固 定 し た 後 で 、 生 体
の 姿 勢 の 変 化 な ど に よ り 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の 角 度 を 再 度 調 整 す る 必 要
が 生 じ た 場 合 、 ラ ッ チ 機 構 ３ ６ 又 は ラ ッ チ 機 構 ４ ４ に よ り 、 角 度 可 変 機 構 ３ ５ 又 は 角 度 可
変 機 構 ４ ３ の 角 度 の 可 変 を 一 時 的 に 制 限 す る 状 態 を 解 除 し て 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定
部 ３ ０ と の 角 度 を 再 度 調 整 す る こ と に よ り 、 固 定 部 ３ ０ は 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ を 的 確 に 生
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体 の 測 定 対 象 と す る 位 置 に 保 持 す る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 図 ８ に 示 す 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ の 動 作 を 説 明 す る 。 図 ８ に 示 す 本 実 施 の
形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ は 、 図 ６ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の 生 体 情 情 報 検 出 装 置 ５ の
動 作 の 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ を 装 着 す る 過 程 、 あ る い は 固 定 部 ３ ０ を 固 定 す る 過 程 に お い
て 、 角 度 可 変 機 構 ４ ５ に よ り 、 接 続 部 ４ ０ を 屈 曲 す る 角 度 を 調 整 す る こ と に よ り 、 生 体 情
報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の 角 度 を 調 整 し た 状 態 で 、 ラ ッ チ 機 構 ４ ６ に よ り 、 角 度 可 変
機 構 ４ ５ の 角 度 の 可 変 を 一 時 的 に 制 限 し 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ の 角 度 を 一 時
的 に 固 定 す る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 上 記 の よ う に 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の 角 度 を 一 時 的 に 固 定 し た 後 で 、 状 況
の 変 化 に よ り 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の 角 度 を 再 度 調 整 す る 必 要 が 生 じ た 場
合 、 ラ ッ チ 機 構 ４ ６ に よ り 、 角 度 可 変 機 構 ４ ５ の 角 度 の 可 変 を 一 時 的 に 制 限 す る 状 態 を 解
除 し て 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の 角 度 を 再 度 調 整 す る こ と に よ り 、 固 定 部 ３
０ は 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ を 的 確 に 生 体 の 測 定 対 象 と す る 位 置 に 保 持 す る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ は 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固
定 部 ３ ０ の 角 度 を 調 整 し た 状 態 で 、 ラ ッ チ 機 構 ３ ６ 、 ラ ッ チ 機 構 ４ ４ 、 ラ ッ チ 機 構 ４ ６ に
よ り 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の 角 度 を 一 時 的 に 固 定 し て 、 そ の 後 、 生 体 の 姿
勢 の 変 化 な ど に よ り 再 調 整 す る 必 要 が 生 じ た 場 合 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の
角 度 の 一 時 的 な 固 定 を 解 除 し て 、 再 調 整 で き る の で 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ を 生 体 の 測 定 対
象 と す る 位 置 に 的 確 に 接 触 さ せ 保 持 す る こ と に よ り 、 安 定 に 生 体 情 報 を 検 出 す る こ と が で
き る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 前 記 接 続 部 が 、 前 記 生 体 情 報 検 出 部 と 前 記 固 定 部
と の ね じ り 角 を 可 変 に す る ね じ り 角 可 変 機 構 を 含 む 生 体 情 報 検 出 装 置 と し て も よ い 。
　 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 前 記 ね じ り 角 可 変 機 構 は 図 １ か ら 図 ８ に よ り 説 明 し
た 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 に 適 用 可 能 で あ る が 、 代 表 例 と し て 、 図 ７ に よ り 説 明 し
た 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 に 適 用 し た 場 合 の 構 成 を 説 明 す る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 図 ９ は 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 図 ９ に お い て 、 本 実 施
の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ は 、 図 ７ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ の
接 続 部 ４ ０ が 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の ね じ り 角 を 可 変 に す る ね じ り 角 可 変
機 構 ４ ７ を 含 む 場 合 で あ り 、 ね じ り 角 可 変 機 構 ４ ７ 以 外 の 部 分 の 構 成 、 機 能 、 動 作 は 、 図
７ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ と 同 様 で あ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 図 ９ に 示 す 、 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ の ね じ り 角 可 変 機 構 ４ ７ は 、 接 続 部 ４
０ の 一 方 を 円 筒 と し 、 接 続 部 ４ ０ の 他 方 を 前 記 円 筒 よ り 口 径 の 小 さ な 円 筒 と し て 、 接 続 部
４ ０ の 一 方 の 円 筒 の 中 に 、 接 続 部 ４ ０ の 他 方 の 口 径 の 小 さ な 円 筒 を 挿 入 し 回 転 さ せ る こ と
に よ り ね じ り 角 を 可 変 す る 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 ね じ り 角 可 変 機 構 ４ ７ は 接 続 部 ４ ０ の 一 方 の 端 部 と 他 方 の 端 部 の 間 に お け る ね じ り 角 を
、 図 ９ の 矢 印 Ｃ で 示 す 方 向 へ 可 変 に す る 機 能 を 有 す る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 図 ９ を 用 い て 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ の 動 作 を 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 の 生
体 情 報 検 出 装 置 ５ は 、 図 １ か ら 図 ８ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ の 動
作 の 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ を 装 着 す る 過 程 、 あ る い は 固 定 部 ３ ０ を 固 定 す る 過 程 す る 過 程
に お い て 、 ね じ り 角 可 変 機 構 ４ ７ に よ り 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の ね じ り 角 を
調 整 す る こ と に よ り 、 固 定 部 ３ ０ は 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ を 的 確 に 生 体 の 測 定 対 象 と す る 位
置 に 保 持 す る 。
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【 ０ １ ０ ５ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ は 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ を 装
着 す る と き 、 あ る い は 固 定 部 ３ ０ を 固 定 す る と き に 、 接 続 部 ４ ０ の ね じ り 角 可 変 機 構 ４ ７
に よ り 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の ね じ り 角 を 調 整 す る こ と が で き る の で 、 生 体
情 報 検 出 部 １ ０ を 生 体 の 測 定 対 象 と す る 位 置 に 、 的 確 に 接 触 さ せ 保 持 す る こ と に よ り 、 安
定 に 生 体 情 報 を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 前 記 ね じ り 角 可 変 機 構 が 、 ね じ り 角 の 可 変 を 一 時
的 に 制 限 す る ラ ッ チ 機 構 を 有 す る 生 体 情 報 検 出 装 置 と し て も よ い 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 図 １ ０ は 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ ０ に お い て 、 本
実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ は 、 図 ９ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置
５ の ね じ り 角 可 変 機 構 ４ ７ が 、 ね じ り 角 の 可 変 を 一 時 的 に 制 限 す る ラ ッ チ 機 構 ４ ８ を 有 す
る 場 合 で あ り 、 ラ ッ チ 機 構 ４ ８ 以 外 の 部 分 の 構 成 、 機 能 、 動 作 は 図 ９ に よ り 説 明 し た 実 施
の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ と 同 様 で あ る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 図 １ ０ に 示 す 、 ラ ッ チ 機 構 ４ ８ は 、 ネ ジ 付 き の ピ ン で 構 成 し 、 接 続 部 ４ ０ の 口 径 の 大 き
な 円 筒 の 中 に 口 径 の 小 さ な 円 筒 を 挿 入 し 回 転 さ せ て ね じ り 角 を 可 変 に す る ね じ り 角 可 変 機
構 ４ ７ に 対 し て 、 前 記 口 径 の 大 き な 円 筒 の 外 部 か ら ネ ジ 機 構 に よ り ピ ン を 回 転 さ せ て 挿 入
し て 、 内 部 の 口 径 の 小 さ な 円 筒 と の 摩 擦 に よ り 、 ね じ り 角 可 変 機 構 ４ ７ の ね じ り 角 の 可 変
を 一 時 的 に 制 限 し て 、 一 時 的 に 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ の ね じ り 角 を 固 定 す る 構
成 と し て も よ い 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 ラ ッ チ 機 構 ４ ８ は ね じ り 角 可 変 機 構 ４ ７ の ね じ り 角 の 可 変 を 一 時 的 に 制 限 し 、 接 続 部 ４
０ の 一 方 の 端 部 と 他 方 の 端 部 の 間 に お け る ね じ り 角 を 一 時 的 に 固 定 す る 機 能 を 有 す る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 図 １ ０ を 用 い て 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ の 動 作 を 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 の
生 体 情 報 検 出 装 置 ５ は 、 図 ９ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ の 動 作 の 、
生 体 情 報 検 出 部 １ ０ を 装 着 す る 過 程 、 あ る い は 固 定 部 ３ ０ を 固 定 す る 過 程 に お い て 、 ね じ
り 角 可 変 機 構 ４ ７ に よ り 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の ね じ り 角 を 調 整 し た 状 態 で
、 ラ ッ チ 機 構 ４ ８ に よ り ね じ り 角 可 変 機 構 ４ ７ が ね じ り 角 の 可 変 を 一 時 的 に 制 限 し 、 生 体
情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の ね じ り 角 度 を 一 時 的 に 固 定 す る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 上 記 の よ う に 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の ね じ り 角 を 一 時 的 に 固 定 し た 後 で 、
生 体 の 姿 勢 の 変 化 な ど に よ り 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の ね じ り 角 を 再 調 整 す る
必 要 が 生 じ た 場 合 、 ラ ッ チ 機 構 ４ ８ に よ り 、 ね じ り 角 可 変 機 構 ４ ７ の ね じ り 角 の 可 変 を 一
時 的 に 制 限 す る 状 態 を 解 除 し て 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の ね じ り 角 を 再 度 調
整 す る こ と に よ り 、 固 定 部 ３ ０ は 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ を 的 確 に 生 体 の 測 定 対 象 と す る 位 置
に 保 持 す る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ は 、 ラ ッ チ 機 構 ４ ８ に よ り 、
生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の ね じ り 角 を 一 時 的 に 固 定 し て 、 そ の 後 、 生 体 の 姿 勢
の 変 化 な ど に よ り 再 調 整 す る 必 要 が 生 じ た 場 合 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ の ね じ
り 角 の 一 時 的 な 固 定 を 解 除 し て 、 再 調 整 で き る の で 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ を 生 体 の 測 定 対
象 と す る 位 置 に 的 確 に 接 触 さ せ 保 持 す る こ と に よ り 、 安 定 に 生 体 情 報 を 検 出 す る こ と が で
き る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 前 記 接 続 部 が 、 可 塑 性 の 材 料 で 構 成 さ れ て い る 生
体 情 報 検 出 装 置 と し て も よ い 。
【 ０ １ １ ４ 】
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　 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 図 １ か ら 図 １ ０ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の 生 体
情 報 検 出 装 置 ５ に お い て 、 接 続 部 ４ ０ が 可 塑 性 の 材 料 で 構 成 さ れ て い る 場 合 で あ り 、 本 実
施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 前 記 接 続 部 以 外 の 部 分 の 構 成 、 機 能 、 動 作 は 図 １ か ら 図 １
０ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ と 同 様 で あ る 。 従 っ て 、 本 実 施 の 形 態
の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 代 表 例 と し て 、 図 １ ０ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装
置 ５ を 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 と し て 説 明 す る
【 ０ １ １ ５ 】
　 図 １ ０ に お い て 、 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ の 接 続 部 ４ ０ は 可 塑 性 の 金 属 で 構
成 し て も よ い 。 図 １ ０ に 示 す 、 接 続 部 ４ ０ の 機 能 を 金 属 の 可 塑 性 で 実 現 す る 。 例 え ば 、 接
続 部 が 引 き 伸 ば し 、 曲 げ 、 ね じ り が 可 能 で あ り 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の 距
離 の 調 整 、 角 度 の 調 整 、 ね じ り 角 の 調 整 を 可 能 に す る 機 能 を 持 た せ る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ の 動 作 を 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装
置 ５ は 、 図 １ か ら 図 １ ０ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ の 動 作 の 、 生 体
情 報 検 出 部 １ ０ を 装 着 す る 過 程 、 あ る い は 固 定 部 ３ ０ を 固 定 す る 過 程 に お い て 、 固 定 部 ３
０ の 形 状 を 変 化 さ せ て 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の 距 離 、 角 度 、 ね じ り 角 を さ
ら に 微 妙 に 調 整 し て 、 固 定 部 ３ ０ は 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ を 、 よ り 的 確 に 生 体 の 一 部 の 測 定
対 象 と す る 位 置 に 保 持 す る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ は 、 接 続 部 ４ ０ を 可 塑 性 の 材
料 で 構 成 す る こ と に よ り 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ と 固 定 部 ３ ０ と の 距 離 、 角 度 、 ね じ り 角 を
さ ら に 微 妙 に 調 整 で き る の で 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ を 生 体 の 測 定 対 象 と す る 位 置 に 、 容 易
に 接 触 さ せ 保 持 す る こ と に よ り 、 よ り 安 定 に 生 体 情 報 を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 前 記 固 定 部 が 、 前 記 ク リ ッ プ の 前 記 対 向 す る ２ つ
の 先 端 部 の う ち 少 な く と も 一 方 の 先 端 部 で あ っ て 前 記 先 端 部 の 対 向 す る 側 に 突 起 部 を 有 す
る 生 体 情 報 検 出 装 置 と し て も よ い 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 前 記 突 起 部 は 図 １ か ら 図 １ ０ に よ り 説 明 し た 実 施 の
形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 に 適 用 可 能 で あ る が 、 代 表 例 と し て 、 図 １ ０ に よ り 説 明 し た 実 施
の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 に 適 用 し た 場 合 の 構 成 を 説 明 す る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 図 １ １ は 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ １ に お い て 、 本
実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ は 、 図 １ ０ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装
置 ５ の 固 定 部 ３ ０ が 前 記 ク リ ッ プ の 前 記 対 向 す る ２ つ の 先 端 部 の う ち 少 な く と も 一 方 の 先
端 部 で あ っ て 前 記 先 端 部 の 対 向 す る 側 に 突 起 部 ３ ７ を 有 す る 場 合 で あ り 、 突 起 部 ３ ７ 以 外
の 部 分 の 構 成 、 機 能 、 動 作 は 図 １ ０ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ と 同
様 で あ る 。 こ こ で 、 図 １ １ に お い て は 、 固 定 部 ３ ０ の ク リ ッ プ ３ ３ の 内 側 に 突 起 部 ３ ７ が
設 け ら れ て い る 場 合 を 示 し て い る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 図 １ １ に 示 す 、 突 起 部 ３ ７ は 一 端 を ク リ ッ プ ３ ３ に 固 定 さ れ た 支 柱 の 他 の 端 に 柔 軟 な ク
ッ シ ョ ン を 設 け た 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 突 起 部 ３ ７ は 生 体 の 一 部 、 例 え ば 、 図 ２ に 示 す 耳 甲 介 ４ 付 近 に 接 触 し 、 固 定 部 ３ ０ と 耳
甲 介 ４ と の 間 隔 を 適 切 に 保 ち 、 か つ 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ 及 び 固 定 部 ３ ０ の 振 動 を 防 止 し て
、 例 え ば 耳 介 へ の 固 定 を 安 定 化 す る 機 能 を 有 す る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 図 １ １ を 用 い て 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ の 動 作 を 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 の
生 体 情 報 検 出 装 置 ５ は 、 図 １ か ら 図 １ ０ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５
の 動 作 の 、 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ を 装 着 す る 過 程 、 あ る い は 固 定 部 ３ ０ を 固 定 す る 過 程 す る
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過 程 に お い て 、 突 起 部 ３ ７ は 生 体 の 一 部 、 例 え ば 、 耳 介 の 耳 甲 介 ４ に 接 触 し 、 固 定 部 ３ ０
と 耳 甲 介 ４ と の 間 隔 を 適 切 に 保 ち 、 か つ 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ 及 び 固 定 部 ３ ０ の 振 動 を 防 止
し て 、 固 定 部 ３ ０ を 生 体 の 一 部 へ 固 定 す る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ は 、 固 定 部 ３ ０ が 突 起 部 ３ ７
を 有 す る こ と に よ り 、 固 定 部 ３ ０ と 生 体 の 一 部 、 例 え ば 、 耳 介 の 耳 甲 介 ４ と の 距 離 を 適 切
に 保 ち 、 か つ 、 か つ 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ 及 び 固 定 部 ３ ０ の 振 動 を 防 止 し て 、 生 体 の 例 え ば
耳 介 へ の 固 定 を 安 定 化 す る の で 、 よ り 安 定 に 生 体 情 報 を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 前 記 固 定 部 が 、 前 記 生 体 情 報 検 出 部 に 接 続 さ れ る
信 号 線 又 は 空 気 パ イ プ を 保 持 す る 保 持 機 構 を 含 む 生 体 情 報 検 出 装 置 と し て も よ い 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 前 記 保 持 機 構 は 図 １ か ら 図 １ １ に よ り 説 明 し た 実 施
の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 に 適 用 可 能 で あ る が 、 代 表 例 と し て 、 図 １ １ に よ り 説 明 し た 実
施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 に 適 用 し た 場 合 の 構 成 を 説 明 す る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 図 １ ２ は 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ ２ に お い て 、 本
実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ は 、 図 １ １ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装
置 ５ の 固 定 部 ３ ０ が 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ の 生 体 セ ン サ １ ３ 及 び 生 体 セ ン サ １ ４ と 接 続 さ れ
た 信 号 線 ２ ６ を 保 持 す る 保 持 機 構 ３ ８ を 有 す る 場 合 で あ り 、 信 号 線 ２ ６ 及 び 保 持 機 構 ３ ８
以 外 の 部 分 の 構 成 、 機 能 、 動 作 は 図 １ １ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５
と 同 様 で あ る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 図 １ ２ に 示 す 、 信 号 線 ２ ６ は 生 体 セ ン サ １ ３ 及 び 生 体 セ ン サ １ ４ に 接 続 さ れ 、 接 続 部 ４
０ 及 び 固 定 部 ３ ０ に 沿 っ て 配 線 さ れ 、 保 持 機 構 ３ ８ は ク リ ッ プ ３ ３ に 設 け ら れ 、 信 号 線 ２
６ を 保 持 し て い る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 信 号 線 ２ ６ は 生 体 セ ン サ １ ３ 及 び 生 体 セ ン サ １ ４ を 駆 動 す る 信 号 を 伝 達 し 、 あ る い は 生
体 セ ン サ １ ３ 及 び 生 体 セ ン サ １ ４ が 検 出 し た 生 体 情 報 の 信 号 を 伝 達 す る 機 能 を 有 し 、 さ ら
に 生 体 セ ン サ １ ３ 及 び 生 体 セ ン サ １ ４ へ 電 力 を 供 給 す る 機 能 を 有 し て も よ い 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 保 持 機 構 ３ ８ は 生 体 情 報 検 出 部 １ ０ の 生 体 セ ン サ １ ３ 及 び 生 体 セ ン サ １ ４ に 接 続 さ れ る
信 号 線 ２ ６ を 固 定 部 ３ ０ に 沿 っ て 保 持 す る 機 能 を 有 し 、 信 号 線 ２ ６ の 振 動 に よ る 破 断 を 防
止 し 、 ま た 、 不 要 な 雑 音 の 混 入 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 図 １ ２ を 用 い て 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ の 動 作 を 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 の
生 体 情 報 検 出 装 置 ５ は 、 図 １ か ら 図 １ １ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５
の 動 作 に お い て 、 信 号 線 ２ ６ は 生 体 セ ン サ １ ３ 及 び 生 体 セ ン サ １ ４ を 駆 動 す る 信 号 、 あ る
い は 生 体 セ ン サ １ ３ 及 び 生 体 セ ン サ １ ４ が 検 出 し た 生 体 情 報 の 信 号 を 伝 達 し 、 あ る い は 生
体 セ ン サ １ ３ 及 び 生 体 セ ン サ １ ４ へ 電 力 を 供 給 し 、 保 持 機 構 ３ ８ は 生 体 セ ン サ １ ３ 及 び 生
体 セ ン サ １ ４ に 接 続 さ れ る 信 号 線 ２ ６ を 固 定 部 ３ ０ に 沿 っ て 保 持 す る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ は 、 固 定 部 ３ ０ が 生 体 情 報 検
出 部 １ ０ と 接 続 さ れ た 信 号 線 ２ ６ を 保 持 す る 保 持 機 構 ３ ８ を 有 す る こ と に よ り 、 信 号 線 ２
６ を 固 定 部 ３ ０ に 保 持 し 、 信 号 線 ２ ６ の 振 動 に よ る 破 断 を 防 止 し 、 さ ら に 不 要 な 雑 音 の 混
入 を 防 止 す る の で 、 安 定 に 生 体 情 報 を 検 出 で き る 。 信 号 線 ２ ６ に 替 え て 又 は 信 号 線 ２ ６ と
共 に 空 気 パ イ プ を 固 定 部 ３ ０ に 保 持 す る 場 合 も 、 同 様 に 不 要 な 雑 音 の 混 入 を 防 止 す る の で
、 安 定 に 生 体 情 報 を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 前 記 固 定 部 が 、 前 記 生 体 情 報 検 出 部 に 電 力 を 供 給
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す る 電 源 機 構 を 含 む 生 体 情 報 検 出 装 置 と し て も よ い 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 前 記 電 源 機 構 は 図 １ か ら 図 １ ２ に よ り 説 明 し た 実 施
の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 に 適 用 可 能 で あ る が 、 代 表 例 と し て 、 図 １ ２ に よ り 説 明 し た 実
施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 に 適 用 し た 場 合 の 構 成 を 説 明 す る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 図 １ ３ は 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ ３ に お い て 、 本
実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ は 、 図 １ ２ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装
置 ５ の 固 定 部 ３ ０ が 体 情 報 検 出 部 １ ０ に 電 力 を 供 給 す る 電 力 線 ２ ７ 及 び 電 源 機 構 ３ ９ を 含
む 場 合 で あ り 、 電 力 線 ２ ７ 及 び 電 源 機 構 ３ ９ 以 外 の 部 分 の 構 成 、 機 能 、 動 作 は 図 １ ２ に よ
り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ と 同 様 で あ る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 図 １ ３ に 示 す 、 電 源 機 構 ３ ９ は ク リ ッ プ ３ ４ に 設 け ら れ 、 電 力 線 ２ ７ は 電 源 機 構 ３ ９ か
ら 信 号 線 ２ ６ と 共 に 保 持 機 構 ３ ８ に 保 持 さ れ 、 生 体 セ ン サ １ ３ 及 び 生 体 セ ン サ １ ４ へ 配 線
さ れ て い る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 電 源 機 構 ３ ９ は 生 体 セ ン サ １ ３ 及 び 生 体 セ ン サ １ ４ へ 電 力 を 供 給 す る 機 能 を 有 し 、 電 力
線 ２ ７ は 電 源 機 構 ３ ９ の 供 給 す る 電 力 を 生 体 セ ン サ １ ３ 及 び 生 体 セ ン サ １ ４ へ 給 電 す る 機
能 を 有 す る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 図 １ ３ を 用 い て 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ の 動 作 を 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 の
生 体 情 報 検 出 装 置 ５ は 、 図 １ か ら 図 １ ２ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５
の 動 作 の 、 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ が 生 体 情 報 を 検 出 す る 過 程 に お い て 、 電 源 機 構 ３ ９ は 生 体
セ ン サ １ ３ 又 は 生 体 セ ン サ １ ４ へ 電 力 を 供 給 し 、 電 力 線 ２ ７ は 電 源 機 構 ３ ９ の 供 給 す る 電
力 を 生 体 セ ン サ １ ３ 又 は 生 体 セ ン サ １ ４ へ 給 電 す る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ は 、 固 定 部 ３ ０ が 体 情 報 検 出
部 １ ０ に 電 力 を 供 給 す る 電 源 機 構 ３ ９ を 含 む こ と に よ り 、 継 続 的 に 生 体 情 報 を 検 出 す る こ
と が で き る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 前 記 生 体 セ ン サ が 、 外 部 に 光 を 照 射 す る 発 光 素 子
と 、 前 記 照 射 さ れ た 光 が 外 部 で 散 乱 し た 光 又 は 外 部 を 透 過 し た 光 を 受 光 す る 受 光 素 子 と 、
を 含 む 生 体 情 報 検 出 装 置 と し て も よ い 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 前 記 生 体 セ ン サ 以 外 の 部 分 の 構 成 、 機 能 、 動 作 は 図
１ か ら 図 １ ３ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ と 同 様 で あ る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 図 １ ４ （ Ａ ） 、 図 １ ４ （ Ｂ ） は 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 前 記 生 体 セ ン サ の 構
成 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 図 １ ４ （ Ａ ） 、 図 １ ４ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 前 記 生
体 セ ン サ に は ２ 種 類 の 構 成 が あ り 、 図 １ ４ （ Ａ ） に 示 す 生 体 セ ン サ ６ は 発 光 素 子 ２ １ 及 び
受 光 素 子 ２ ３ を 内 蔵 し 、 図 １ ４ （ Ｂ ） に 示 す 生 体 セ ン サ ７ は 発 光 素 子 ２ １ を 内 蔵 し 、 生 体
セ ン サ ８ は 受 光 素 子 ２ ３ を 内 蔵 す る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 図 １ ４ （ Ａ ） に 示 す 、 生 体 セ ン サ ６ は 図 １ か ら 図 １ ３ に よ り 説 明 し た 生 体 情 報 検 出 部 １
０ の 生 体 セ ン サ １ ３ 又 は 生 体 セ ン サ １ ４ と し て 適 用 で き 、 ま た 、 図 １ ４ （ Ｂ ） に 示 す 生 体
セ ン サ ７ 及 び 生 体 セ ン サ ８ は 一 組 と し て 、 図 １ か ら 図 １ ３ に よ り 説 明 し た 生 体 情 報 検 出 部
１ ０ の 生 体 セ ン サ １ ３ 及 び 生 体 セ ン サ １ ４ 、 あ る い は 生 体 セ ン サ １ ４ 及 び 生 体 セ ン サ １ ３
と し て 適 用 で き る 。
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【 ０ １ ４ ５ 】
　 図 １ ４ （ Ａ ） に お い て 、 生 体 セ ン サ ６ は 筐 体 １ ５ と 生 体 接 触 面 １ ６ に 囲 ま れ る 内 部 に 発
光 素 子 ２ １ 及 び 受 光 素 子 ２ ３ を 内 蔵 し 、 生 体 接 触 面 １ ６ は 生 体 １ へ 接 触 し 、 発 光 素 子 ２ １
は 外 部 、 す な わ ち 生 体 １ へ 照 射 光 ２ ２ を 照 射 し 、 受 光 素 子 ２ ３ は 照 射 光 ２ ２ が 外 部 、 す な
わ ち 生 体 １ に よ り 散 乱 さ れ た 散 乱 光 ２ ４ を 受 光 す る 位 置 に 設 け ら れ て い る 。 図 １ ４ （ Ａ ）
、 図 １ ４ （ Ｂ ） 及 び 以 下 に 示 す 図 に お い て は 、 発 光 素 子 ２ １ の 駆 動 回 路 、 受 光 素 子 ２ ３ の
受 信 増 幅 器 な ど の 通 常 の 技 術 に よ り 実 現 で き る 部 分 は 表 示 し て い な い 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 図 １ ４ （ Ｂ ） に お い て 、 生 体 セ ン サ ７ は 筐 体 １ ５ と 生 体 接 触 面 １ ６ に 囲 ま れ る 内 部 に 発
光 素 子 ２ １ を 内 蔵 し 、 生 体 接 触 面 １ ６ は 生 体 １ へ 接 触 し 、 発 光 素 子 ２ １ は 外 部 、 す な わ ち
生 体 １ へ 照 射 光 ２ ２ を 照 射 す る 位 置 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 図 １ ４ （ Ｂ ） に お い て 、 生 体 セ ン サ ８ は 筐 体 １ ５ と 生 体 接 触 面 １ ６ に 囲 ま れ る 内 部 に 受
光 素 子 ２ ３ を 内 蔵 し 、 生 体 接 触 面 １ ６ は 生 体 １ へ 接 触 し 、 受 光 素 子 ２ ３ は 、 生 体 セ ン サ ７
の 発 光 素 子 ２ １ が 生 体 １ へ 照 射 し た 照 射 光 ２ ２ が 生 体 １ を 透 過 し た 散 乱 光 ２ ４ を 受 光 す る
位 置 に 設 け ら れ て い る 。 上 記 の よ う に 、 通 常 、 生 体 セ ン サ ７ 及 び 生 体 セ ン サ ８ は 一 組 と し
て 使 用 さ れ る 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 図 １ ４ （ Ａ ） 、 図 １ ４ （ Ｂ ） に お い て 、 筐 体 １ ５ は 生 体 接 触 面 １ ６ を 保 持 し 、 発 光 素 子
２ １ 及 び 受 光 素 子 ２ ３ の 少 な く と も 一 方 を 搭 載 す る 機 能 を 有 す る 。 生 体 接 触 面 １ ６ は 生 体
１ に 接 触 し 、 発 光 素 子 ２ １ 及 び 受 光 素 子 ２ ３ の 少 な く と も 一 方 を 保 護 す る 機 能 を 有 す る 。
発 光 素 子 ２ １ は 照 射 光 ２ ２ を 外 部 へ 照 射 す る 機 能 を 有 し 、 受 光 素 子 ２ ３ は 発 光 素 子 ２ １ が
外 部 へ 照 射 し た 照 射 光 ２ ２ が 外 部 で 散 乱 し た 又 は 透 過 し た 散 乱 光 ２ ４ を 受 光 し 、 生 体 情 報
を 検 出 す る 機 能 を 有 す る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 図 １ ４ （ Ａ ） を 用 い て 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 に 生 体 セ ン サ ６ を 適 用 し た 場 合
の 動 作 を 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 図 １ か ら 図 １ ３ に よ り 説 明 し た
実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ の 動 作 の 、 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ が 生 体 情 報 を 検 出 す る 過
程 に お い て 、 生 体 セ ン サ ６ の 生 体 接 触 面 １ ６ は 生 体 に 接 触 し 、 発 光 素 子 ２ １ は 照 射 光 ２ ２
を 前 記 生 体 へ 照 射 し 、 受 光 素 子 ２ ３ は 発 光 素 子 ２ １ が 前 記 生 体 へ 照 射 し た 照 射 光 ２ ２ が 前
記 生 体 で 散 乱 し た 散 乱 光 ２ ４ を 受 光 し 、 受 光 し た 散 乱 光 ２ ４ か ら 、 前 記 生 体 の 、 例 え ば 動
脈 の 脈 波 、 あ る い は 動 脈 の 内 部 の 血 流 な ど の 生 体 情 報 を 高 精 度 に 検 出 す る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 次 に 、 図 １ ４ （ Ｂ ） を 用 い て 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 に 生 体 セ ン サ ７ 及 び 生 体
セ ン サ ８ を 適 用 し た 場 合 の 動 作 を 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 図 １ か
ら 図 １ ３ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ の 動 作 の 、 生 体 情 報 検 出 装 置 ５
が 生 体 情 報 を 検 出 す る 過 程 に お い て 、 生 体 セ ン サ ７ 及 び 生 体 セ ン サ ８ の 生 体 接 触 面 １ ６ は
生 体 を 挟 む よ う に 接 触 し て 対 向 し て 装 着 さ れ 、 生 体 セ ン サ ７ の 発 光 素 子 ２ １ は 照 射 光 ２ ２
を 前 記 生 体 へ 照 射 し 、 生 体 セ ン サ ８ の 受 光 素 子 ２ ３ は 生 体 セ ン サ ７ の 発 光 素 子 ２ １ が 前 記
生 体 へ 照 射 し た 照 射 光 ２ ２ が 前 記 生 体 を 透 過 し た 散 乱 光 ２ ４ を 受 光 し 、 受 光 し た 散 乱 光 ２
４ か ら 、 前 記 生 体 の 、 例 え ば 動 脈 の 脈 波 、 あ る い は 動 脈 の 内 部 の 血 流 な ど の 生 体 情 報 を 高
精 度 に 検 出 す る 。
【 ０ １ ５ １ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 生 体 セ ン サ ６ 、 あ る い は 生
体 セ ン サ ７ 及 び 生 体 セ ン サ ８ が 、 外 部 の 生 体 に 照 射 光 ２ ２ を 照 射 す る 発 光 素 子 ２ １ と 、 照
射 光 ２ ２ が 外 部 の 前 記 生 体 で 散 乱 し た 散 乱 光 ２ ４ 又 は 外 部 の 前 記 生 体 を 透 過 し た 散 乱 光 ２
４ を 受 光 す る 受 光 素 子 ２ ３ と を 含 む こ と に よ り 、 前 記 生 体 の 、 例 え ば 動 脈 の 脈 波 、 あ る い
は 動 脈 の 内 部 の 血 流 な ど の 高 精 度 に 生 体 情 報 を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 前 記 生 体 セ ン サ が 、 空 気 に よ っ て 膨 張 す る カ フ と
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、 当 該 カ フ に 内 蔵 さ れ 外 部 に 光 を 照 射 す る 発 光 素 子 と 、 前 記 カ フ に 内 蔵 さ れ 前 記 照 射 さ れ
た 光 が 外 部 で 散 乱 し た 光 を 受 光 す る 受 光 素 子 と 、 を 含 む 生 体 情 報 検 出 装 置 と し て も よ い 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 図 １ ５ は 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 前 記 生 体 情 報 検 出 部 の カ フ の 構 成 を 示 す 図
で あ る 。 こ こ で 、 図 １ ５ に 示 す カ フ １ ８ 及 び ク ッ シ ョ ン １ ９ は 、 生 体 の 耳 珠 ２ を 挟 む よ う
に し て 接 触 し て い る 状 態 を 示 し て い る 。
【 ０ １ ５ ４ 】
　 図 １ ５ に お い て 、 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 図 １ か ら 図 １ ３ に よ り 説 明 し た
実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ の 生 体 セ ン サ １ ４ 及 び 生 体 セ ン サ １ ３ を 、 カ フ １ ８ 及 び
ク ッ シ ョ ン １ ９ に よ り 置 き 換 え た 場 合 で あ り 、 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の カ フ １
８ 及 び ク ッ シ ョ ン １ ９ 以 外 の 部 分 の 構 成 、 機 能 、 動 作 は 、 図 １ か ら 図 １ ３ に よ り 説 明 し た
実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ と 同 様 で あ る 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　 図 １ ５ に お い て 、 カ フ １ ８ は ア ー ム １ ２ の ア ー ム １ １ と 対 向 す る 面 に 設 け ら れ 、 ク ッ シ
ョ ン １ ９ は ア ー ム １ １ の ア ー ム １ ２ と 対 向 す る 面 に 設 け ら れ て い る 。 カ フ １ ８ は 筐 体 １ ５
と 生 体 接 触 面 １ ６ と に よ り 構 成 さ れ る 空 間 の 内 部 に 発 光 素 子 ２ １ 及 び 受 光 素 子 ２ ３ を 内 蔵
し 、 さ ら に 筐 体 １ ５ に 設 け ら れ た 空 気 パ イ プ ２ ０ に よ り 構 成 さ れ て い る 。 カ フ １ ８ は 空 気
パ イ プ ２ ０ に よ り 筐 体 １ ５ に 供 給 さ れ る 空 気 の 圧 力 に よ り 耳 珠 ２ を 圧 迫 す る 機 能 を 有 す る
。 筐 体 １ ５ は 生 体 接 触 面 １ ６ と の 間 の 気 密 を 保 ち 、 生 体 接 触 面 １ ６ を 保 持 し 、 発 光 素 子 ２
１ 及 び 受 光 素 子 ２ ３ を 搭 載 す る 機 能 を 有 す る 。 生 体 接 触 面 １ ６ は 柔 軟 な 材 料 に よ り 構 成 さ
れ 、 筐 体 １ ５ の 内 部 に 供 給 さ れ る 空 気 の 圧 力 に よ り 耳 珠 ２ を 圧 迫 す る 機 能 を 有 す る 。 空 気
パ イ プ ２ ０ は 筐 体 １ ５ の 内 部 へ 空 気 を 供 給 す る 機 能 を 有 し 、 さ ら に 筐 体 １ ５ の 内 部 の 空 気
を 排 気 す る 機 能 を 有 す る こ と も あ る 。 発 光 素 子 ２ １ 及 び 受 光 素 子 ２ ３ の 機 能 は 図 １ ４ （ Ａ
） に よ り 説 明 し た 発 光 素 子 ２ １ 及 び 受 光 素 子 ２ ３ の 機 能 と 同 様 で あ る 。 ク ッ シ ョ ン １ ９ は
ア ー ム １ １ の 耳 珠 ２ へ の 接 触 感 を 快 適 に 保 つ 機 能 を 有 す る 。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 図 １ ５ を 用 い て 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 動 作 を 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 の 生
体 情 報 検 出 装 置 は 、 図 １ か ら 図 １ ３ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ の 動
作 の 、 生 体 情 報 を 検 出 す る 段 階 に お い て 、 カ フ １ ８ は 空 気 パ イ プ ２ ０ に よ り 内 部 に 空 気 を
供 給 さ れ 増 加 す る 空 気 の 圧 力 に よ り 耳 珠 ２ を 圧 迫 す る 過 程 、 あ る い は 空 気 パ イ プ ２ ０ に よ
り 内 部 の 空 気 を 排 気 さ れ 減 少 す る 圧 力 で 耳 珠 ２ を 圧 迫 す る 過 程 に お い て 、 発 光 素 子 ２ １ は
照 射 光 ２ ２ を 耳 珠 ２ へ 照 射 し 、 照 射 光 ２ ２ が 耳 珠 ２ の 動 脈 あ る い は 動 脈 の 血 球 に よ り 散 乱
さ れ る 散 乱 光 ２ ４ を 受 光 し 、 耳 珠 ２ の 動 脈 の 脈 波 、 あ る い は 血 流 な ど の 生 体 情 報 を 高 精 度
に 検 出 す る 。
【 ０ １ ５ ７ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の カ フ １ ８ は 内 部 の 空 気 の 圧 力
を 増 加 さ せ る 過 程 、 あ る い は 内 部 の 空 気 の 圧 力 を 減 少 さ せ る 過 程 に お い て 、 発 光 素 子 ２ １
及 び 受 光 素 子 ２ ３ に よ り 、 生 体 の 耳 珠 ２ の 、 例 え ば 動 脈 の 脈 波 、 あ る い は 血 流 な ど の 生 体
情 報 を 高 精 度 に 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ８ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 前 記 生 体 セ ン サ が 、 前 記 １ 対 の ア ー ム に そ れ ぞ れ
配 置 さ れ 空 気 に よ っ て 膨 張 す る カ フ と 、 前 記 一 方 の カ フ に 内 蔵 さ れ 外 部 に 光 を 照 射 す る 発
光 素 子 と 、 前 記 他 方 の カ フ に 内 蔵 さ れ 前 記 照 射 さ れ た 光 が 外 部 を 透 過 し た 光 を 受 光 す る 受
光 素 子 と 、 を 含 む 生 体 情 報 検 出 装 置 と し て も よ い 。
【 ０ １ ５ ９ 】
　 図 １ ６ は 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 前 記 生 体 情 報 検 出 部 の カ フ の 構 成 を 示 す 図
で あ る 。 こ こ で 、 図 １ ６ に 示 す カ フ １ ７ 及 び カ フ １ ８ は 、 生 体 の 耳 珠 ２ を 挟 む よ う に し て
接 触 し て い る 状 態 を 示 し て い る 。
【 ０ １ ６ ０ 】
　 図 １ ６ に お い て 、 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 図 １ か ら 図 １ ３ に よ り 説 明 し た
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実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ の 生 体 セ ン サ １ ３ 及 び 生 体 セ ン サ １ ４ を 、 カ フ １ ７ 及 び
カ フ １ ８ に よ り 置 き 換 え た 場 合 で あ り 、 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の カ フ １ ７ 及 び
カ フ １ ８ 以 外 の 部 分 の 構 成 、 機 能 、 動 作 は 、 図 １ か ら 図 １ ３ に よ り 説 明 し た 実 施 の 形 態 の
生 体 情 報 検 出 装 置 ５ と 同 様 で あ る 。
【 ０ １ ６ １ 】
　 図 １ ６ に 示 す 、 カ フ １ ７ は ア ー ム １ １ の ア ー ム １ ２ と 対 向 す る 面 に 設 け ら れ 、 カ フ １ ８
は ア ー ム １ ２ の ア ー ム １ １ と 対 向 す る 面 に 設 け ら れ て い る 。 カ フ １ ７ は 生 体 接 触 面 １ ６ と
筐 体 １ ５ と に よ り 構 成 さ れ る 空 間 の 内 部 に 発 光 素 子 ２ １ を 内 蔵 し 、 カ フ １ ８ は 生 体 接 触 面
１ ６ と 筐 体 １ ５ と に よ り 構 成 さ れ る 空 間 の 内 部 に 受 光 素 子 ２ ３ を 内 蔵 し て い る 。 ま た 、 カ
フ １ ７ の 筐 体 １ ５ 及 び カ フ １ ８ の 筐 体 １ ５ は 空 気 パ イ プ ２ ０ に よ り 相 互 に 接 続 さ れ 共 通 に
空 気 を 供 給 さ れ 、 あ る い は 共 通 に 空 気 を 排 気 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ６ ２ 】
　 カ フ １ ７ 及 び カ フ １ ８ は 空 気 パ イ プ ２ ０ に よ り 各 々 の 筐 体 １ ５ に 供 給 さ れ る 空 気 の 圧 力
に よ り 耳 珠 ２ を 両 面 か ら 圧 迫 す る 機 能 を 有 す る 。 カ フ １ ７ 及 び カ フ １ ８ の 生 体 接 触 面 １ ６
と 筐 体 １ ５ の 機 能 は 図 １ ５ に よ り 説 明 し た カ フ １ ８ の 場 合 と 同 様 で あ る 。
【 ０ １ ６ ３ 】
　 空 気 パ イ プ ２ ０ は カ フ １ ７ 及 び カ フ １ ８ に 空 気 を 供 給 す る 機 能 を 有 し 、 さ ら に カ フ １ ７
及 び カ フ １ ８ の 空 気 を 排 気 す る 機 能 を 有 す る こ と も あ る 。
【 ０ １ ６ ４ 】
　 カ フ １ ７ に 内 蔵 さ れ る 発 光 素 子 ２ １ は 照 射 光 ２ ２ を 外 部 、 す な わ ち 耳 珠 ２ へ 照 射 す る 機
能 を 有 し 、 カ フ １ ８ に 内 蔵 さ れ る 受 光 素 子 ２ ３ は 発 光 素 子 ２ １ が 外 部 、 す な わ ち 耳 珠 ２ へ
照 射 し た 照 射 光 ２ ２ が 耳 珠 ２ を 透 過 し た 散 乱 光 ２ ４ を 受 光 し 生 体 情 報 を 検 出 す る 機 能 を 有
す る 。
【 ０ １ ６ ５ 】
　 図 １ ６ を 用 い て 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 は 、 図 １ か ら 図 １ ３ に よ り 説 明 し た 実
施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 ５ の 動 作 の 、 生 体 情 報 を 検 出 す る 段 階 に お い て 、 カ フ １ ７ 及
び カ フ １ ８ は 空 気 パ イ プ ２ ０ に よ り 内 部 に 空 気 を 供 給 さ れ 増 加 す る 空 気 の 圧 力 に よ り 耳 珠
２ を 圧 迫 す る 過 程 、 あ る い は 空 気 パ イ プ ２ ０ に よ り 内 部 の 空 気 を 排 気 さ れ 減 少 す る 圧 力 で
耳 珠 ２ を 圧 迫 す る 過 程 に お い て 、 カ フ １ ７ に 内 蔵 さ れ る 発 光 素 子 ２ １ は 照 射 光 ２ ２ を 耳 珠
２ へ 照 射 し 、 カ フ １ ８ に 内 蔵 さ れ る 受 光 素 子 ２ ３ は 照 射 光 ２ ２ が 耳 珠 ２ を 透 過 し た 散 乱 光
２ ４ を 受 光 し 、 脈 波 、 あ る い は 血 流 な ど の 生 体 情 報 を 高 精 度 に 検 出 す る 。
【 ０ １ ６ ６ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の カ フ １ ７ 及 び カ フ １ ８ の 内 部
の 空 気 の 圧 力 を 増 加 さ せ る 過 程 、 あ る い は カ フ １ ７ 及 び カ フ １ ８ の 内 部 の 空 気 の 圧 力 を 減
少 さ せ る 過 程 に お い て 、 カ フ １ ７ 及 び カ フ １ ８ の 各 々 に 内 蔵 す る 発 光 素 子 ２ １ 及 び 受 光 素
子 ２ ３ に よ り 、 耳 珠 ２ の 、 例 え ば 動 脈 の 脈 波 、 あ る い は 血 流 な ど の 生 体 情 報 を 高 精 度 に 検
出 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ １ ６ ７ 】
　 本 発 明 の 生 体 情 報 計 測 装 置 は セ ン サ の 種 類 に よ り 脈 拍 、 血 圧 、 血 流 な ど を 長 時 間 安 定 し
て 測 定 す る こ と が で き る の で 、 私 生 活 に お い て 、 健 康 管 理 や 美 容 チ ェ ッ ク の 用 途 に も 適 用
で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ６ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 耳 介 へ の 装 着 状 態 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 説 明 図 で あ る 。
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【 図 ７ 】 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の 生 体 セ ン サ の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の カ フ の 構 成 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 生 体 情 報 検 出 装 置 の カ フ の 構 成 の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ６ ９ 】
　 １ 　 生 体
　 ２ 　 耳 珠
　 ３ 　 耳 輪
　 ４ 　 耳 甲 介
　 ５ 　 生 体 情 報 検 出 装 置
　 ６ 　 生 体 セ ン サ
　 ７ 　 生 体 セ ン サ
　 ８ 　 生 体 セ ン サ
１ ０ 　 生 体 情 報 検 出 部
１ １ 　 ア ー ム
１ ２ 　 ア ー ム
１ ３ 　 生 体 セ ン サ
１ ４ 　 生 体 セ ン サ
１ ５ 　 筐 体
１ ６ 　 生 体 接 触 面
１ ７ 　 カ フ
１ ８ 　 カ フ
１ ９ 　 ク ッ シ ョ ン
２ ０ 　 空 気 パ イ プ
２ １ 　 発 光 素 子
２ ２ 　 照 射 光
２ ３ 　 受 光 素 子
２ ４ 　 散 乱 光
２ ６ 　 信 号 線
２ ７ 　 電 力 線
３ ０ 　 固 定 部
３ １ 　 持 ち 手
３ ２ 　 持 ち 手
３ ３ 　 ク リ ッ プ
３ ４ 　 ク リ ッ プ
３ ５ 　 角 度 可 変 機 構
３ ６ 　 ラ ッ チ 機 構
３ ７ 　 突 起 部
３ ８ 　 保 持 機 構
３ ９ 　 電 源 機 構
４ ０ 　 接 続 部
４ １ 　 距 離 可 変 機 構
４ ２ 　 ラ ッ チ 機 構
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４ ３ 　 角 度 可 変 機 構
４ ４ 　 ラ ッ チ 機 構
４ ５ 　 角 度 可 変 機 構
４ ６ 　 ラ ッ チ 機 構
４ ７ 　 ね じ り 角 可 変 機 構
４ ８ 　 ラ ッ チ 機 構
５ １ 　 ク ッ シ ョ ン
５ ２ 　 ク ッ シ ョ ン

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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F-TERM分类号 4C017/AA08 4C017/AA09 4C017/AA11 4C017/AB08 4C017/AC27 4C117/XA01 4C117/XB01 4C117
/XC11 4C117/XD09 4C117/XE13 4C117/XE14 4C117/XE15 4C117/XE35 4C117/XE36 4C117/XE54

代理人(译) 冈田健治

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供用于检测生物信息的生物信息测量装置，尤其是能够容易且稳定地佩戴在耳廓中的生物信息测量装置。解决方
案：该生物信息测量装置通过将生物信息检测部分与生物传感器相连接，准确地与待测生物体中的位置接触以稳定地检测生物信
息，所述生物传感器通过扣紧抗锑来检测生物信息，例如和固定部分，用于通过连接部分将耳廓相互扣合来固定耳廓。如果生物信
息测量装置具有作为生物传感器的发光元件和光接收元件，则例如通过向生物体发光的发光元件和接收发射光的光接收元件可以精
确地检测脉搏波。在生物体内散射或透过生物体，生物体信息，例如血压，可以通过袖带内置的传感器连续测量，同时生物体被袖
带按压。Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/e9f03ef8-addf-4e4c-8841-6cb12357d138
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/036372531/publication/JP2006102158A?q=JP2006102158A



